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　平素より、本学の教育活動に対して、多大なるご理解とご協力を賜りますことを心より

感謝申し上げます。

　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が猛威を振るい、世界的なパ

ンデミックとなる中、政府による緊急事態宣言が出される等、これまでに経験したことの

ない一年となりました。

　このような困難な状況下においても、本学では、学生の学修機会を確保し、大学の基本

的な機能である教育と研究およびそれに基づく社会貢献に関し、良質な活動を継続するよ

う努めて参りました。

　今号では、試行錯誤を繰り返しながら進めてまいりました遠隔授業の取り組みや、オン

ラインを活用した海外との交流（共修）に関する実践事例について、各部署やキャンパス

での取り組みをご紹介いたします。

　また、資料編では、令和元年度に独立行政法人大学改革支援・学位授与機構が実施した

「大学機関別選択評価　選択評価事項Ｃ 教育の国際化の状況」を受審した際の自己評価書

およびすべての評価項目において最も高い評価を得ることができました評価報告書を掲載

いたします。

　今後も、教育改革を推進し、建学の理念である『技術に堪能なる士君子の養成』に尽力

する所存でありますので、引き続き本学の教育活動へのご理解ならびにご協力をお願いし

ますとともに、ご忌憚のないご意見、ご要望をお寄せいただきますようお願い申し上げま

す。

第17号の編集にあたって
理事・副学長（教育・学生・情報担当）　梶　原　誠　司
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1．遠隔教育の事例報告
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１�　工学部１年生向け物理学実験の遠隔実施の現状と課題

工学研究院　基礎科学研究系　教授　美　藤　正　樹
工学研究院　基礎科学研究系　助教　田　中　将　嗣
工学部　技術部共通実験チーム長　山　本　克　巳

1．はじめに
　令和元年度末に我が国でも深刻度を増した新型コロナウイルスの影響により、令和２年
度早々の教育活動はストップした。５月になって、まず講義科目による教育が遠隔型でス
タートした。物理学実験については幸い第１クォーター（第１Q）の開講クラスがなく、
５月は状況を静観した。結果的に、第２Qの物理学実験は、物理学の座学科目で上手く行っ
ていたタブレット端末を用いた「教員が学生に話しかける教育」に、動画教材・静止画教
材を融合した九工大独自の遠隔型実験を試行した。遠隔型実施に至る経緯と、実際の成果
ならびに問題点について説明をし、来年度に我々が準備すべき体制について考察する。

2．物理学実験の目的・対象学年とその運営体制
　物理学実験は工学部の全ての１年生に対して、「物理学・化学実験」という必修の実験
系科目として開講されている。物理学実験では、１学年約530名の学生を７つのクラスに
分け、学生は物理学実験と化学実験を１Qずつ履修する。学問的には、（１）１年生前期
の「物理学Ⅰ」（力学を内容とする必修科目）や１年生後期の「物理学ⅡA」（熱力学と波
動力学を内容とする選択必修科目）や「物理学ⅡB」（電磁気学を内容とする選択必修科
目）で学ぶ内容の理解度を深めることと、（２）２年生で学ぶ基礎量子力学（前期量子論
を内容とする選択必修科目）の学習意欲を高めることを目的としている。一方、（３）エ
ンジニアや科学者としての素養を養うためという泥臭い目的も有しており、測定機器の使
い方を学び、実験ノートの取り方、各種データ解析方法の習得、レポートの作成方法を習
得させることも目的としている。
　物理学実験の責任母体は基礎科学研究系である。実際には、旧量子物理学部門の実験系
教員（教授３名、准教授１名、助教１名）と技術部共通実験チームが運営母体である。技
術部共通実験チームには教育補助だけでなく、実験装置のメンテナンスおよび成績情報の
管理と言った幅広い業務を担っていただいており、旧量子物理学部門のサポートという立
ち位置ではなく、旧量子物理学部門と一緒に物理学実験を運営している。事務補佐員には
出欠管理・レポート集計の面でサポートをいただくが、実際、教育活動に限っても、常勤
の教職員だけできめ細かな教育ができるわけもなく、非常勤講師とTAによる協力を仰い
でいる。幸い、本学を退職された先生方が快く非常勤講師を引き受けて下さっており、教
育の質の維持に大きく貢献いただいている。
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3．令和元年度末の状況から遠隔実施を決めた経緯について
　令和元年度末の３月の段階で、卒業式の開催が危ぶまれる状況となり、謝恩会が中止と
なる中、対面の学生実験を実施できるかが懸念された。近隣の私立大学では準備が進んで
いることは聞いていたが、大学からの特段の方針がない中、具体的な準備はしていなかっ
たのが現状である。
　令和２年度となり、講義科目がGW明けに遠隔で実施されることが決まったが、実験科
目の方針はまだ明確になっていなかった。そして５月末に、第２Q以降での実験科目の実
施について、その運営母体に検討を要請された。示された指針に沿って、どのようにする
のかを運営母体に任されることになったが、「工学部の１年生全体に第2、3、４Qを通じ
て開講される本実験科目をどのように実施すればよいのか」という問題に答えを用意する
ことは容易ではなかった。図１に物理学実験が実施されている実験室のレイアウトを示す
が、大学の指針（１スパンあたり４名）を順守するなら、これまでの対面実施は不可能で
あり、また、教職員の労働環境も考えると、我々に判断をゆだねられたことに当惑を覚え
もした。
　我々は感染症について素人であり、第２波感染、第３波感染の可能性を予想できるわ
けではなかった。本音を言えば、第
２Q -４Qにまたがる１年生全類を
対象とした実験系科目であることを
考えると、せめて工学部として明確
な方針を出して欲しかった。とは言
え、何かしらのアクションを起こさ
ざるを得ず、対面の要素を残す化学
実験とは足並みが揃えられない批判
を承知で、ひとまず第２Qの１クラ
スに対し、遠隔型実験を試行するこ
とに決めた。正直、物理学実験に携
わる教員グループの中にも、対面実
施の効果に執着したいという気分も
あった中、関係者全員で意見を集約
しても方向性は固まらないと判断
し、第２Qの実行部隊だけで議論を
し、６月の約１ケ月で教材の準備、
通信機器の準備、システムの構築を
行った。幸い、５月から始まってい
た物理学の座学科目で、タブレット
端末を用いた遠隔講義に手ごたえを
得ていたことがこの決定を後押しし
た。図２に一例を示すが、タブレッ
ト端末を用い「教員が学生に話しか
けるスタイルの教育」に、「動画教

図１．実験室のレイアウト［1］

図２．タブレット端末を用いた実験指導例［1］
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材・静止画教材」を融合した九工大独自の遠隔型に挑戦した。第３Qと第４Qの計６クラ
スの実施方針については、第２Qの実施後、各クラスの主担当教員で決めることにした。
実際に、対面実施の重要性はやはり捨てがたいという機運が残ってはいたが、計６クラス
とクラス数が多いことと、新たな要素を導入して試行錯誤する余地がなかったため、第３
Qと第４Qも結果的に遠隔実施に固執し第２Qのシステムを踏襲した。今、この原稿を執
筆している時期は、第３波の真っただ中で、緊急事態宣言が発出されている。結果的に令
和２年度のすべての物理学実験を遠隔型で実施すると判断したことは間違いではなかった
という事態になってしまった。
　遠隔実施を決断する上で、いくつかの大事な要素を切り捨てなければならなかった。結
果的に、遠隔でも実施でき、重要だとして残した部分は、主に以下の３つである。
①データ解析技能の習得（最小二乗法、片対数グラフの書き方と使用法、誤差計算など）
②レポート作成方法の習得
③座学科目の理解を高める。基礎量子力学などの２年生開講科目への動機付け
特に、③の効果を高めるために、遠隔実験を指導するスタッフにTAを含めず、常勤教員
と非常勤教員（いづれも豊富な
教育経験を有する教員）に限定
した。タブレット端末を使うこ
とで、この効果をこれまで以上
のレベルに高め、長い目で見た
ときに本遠隔実施を成功と位置
付けられることを期待した。図
３に示す10種類のテーマの内、
赤字で示した「力学系の１、材
料力学系の２、光学系の４と
５、電気系の７、原子物理系の
10」のテーマ群を残すことにし
た。１は物理学Ⅰ、２は物理学
ⅡＡ、４は基礎量子力学、５は
物理学ⅡＡ、７は物理学ⅡＢとの相乗効果を期待した。
　残りのテーマは後述のように今回は不向きであったため遠隔化を見送った。切り捨ては
したが非常に重要であったと再認識した部分は、実験の醍醐味である「対面実施でしかで
きない試行錯誤を伴う作業」であった。この点を改善することは今後の課題である。

4．具体的なテーマと実施例
　物理学で取り扱う実験では、各テーマにおいて測定したい物理量の性質によって
・静止（または定常状態）となった現象を観察すればよいもの
・経時変化を追跡する必要があるもの
のように大別することができる。例えば「等電位線」や「光のスペクトル」といったもの
は静止タイプに類し、定常電流を流したときの静電場のようすを調べたり、分光器で水素
スペクトルのバルマー系列を観察したりする。これに対し「ボルダの振子」のようなもの

図３．実験テーマのリスト［1］
（テーマ名が赤字のものが遠隔型で残したテーマ）
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は振子の周期を測定して重力加速度を算出するもので、まさに時間そのものを測定する必
要があり、経時変化の追跡が不可欠である。このような観点から考えると、図３の実験
テーマは今回のオンライン化にあたって
①静止画を与えれば実験可能なもの
②動画にすれば値を読み取って実験ができるもの
③動画にすればなんとか実験の雰囲気を味わえるもの
④動画にすらするのが難しいもの
という４つのカテゴリによって分類できる。この中で④に該当するものはすなわち今回の
オンライン化を見送ったものであり、前章の図３中で赤字にしていないものである。この
章では①に類するテーマとして「ニュートン環」、②に類するテーマとして「ボルダの振
子」、③に類するものとして「放射線」を具体例として取り上げ、各テーマの内容と重要
視した点、および実施例とオンライン化によって現れた問題点を示す。

実施例その１：ニュートン環（静止画教材）
テーマ内容：平凸レンズと平行平面ガラス
を用いて光の干渉縞であるニュートン環を
顕微鏡で観察する。対面実施時には学生が
装置を設置・調整して観察するものである
が、オンラインでは右図のような２種類の
静止画を教材とする。学生は装置の調整こ
そしないが、観察できるものは実物と変わ
らないため、静止画のみで実験できる。同
一縮尺のスケールからニュートン環の半径
と学生のものさしの実測値とを対応づけさ
せ、干渉条件から平凸レンズの曲率半径を
求めさせる。
重要視した点：個々人が手を動かし測定す
るため、紛れもなく実験を行える。測定に
よって物理量を決定させるため、値および
誤差も個人差が出る。このような教材はほ
かに「光のスペクトル」がある。
実施例と問題点：学生によっては、印刷し
て測定した場合と画面から測定した場合と
の２通りを試し、どちらも同じような値となることを確認した例も見受けられた。意図し
た通り、方法によらず物理法則が一定である以上同じ値が出せるという真理を得ることが
できる課題である。得られた値に誤差が出る理由も各個人によって異なるため、そこを考
察させることができた。
　一方、はじめのうちは学生を信じて、時間がきたら解析方法を説明して終了としていた
が終わった人から表・グラフを見せるまで退出させない、という対面に近い方針に変更し
たところ、終了時刻となっても誰一人退出する学生がいないことがわかった。すなわちそ

図４：（a）顕微鏡で見たニュートン環を撮影した静止
画と（b）その同一縮尺のスケール。学生は画面上の写
真にものさしを当て、実測値をスケール長に変換して
ニュートン環の半径を測定して解析する。
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れまでは実験をしたふりで実際にはしていなかった可能性があり、受講者の手元が見えな
いオンライン版での課題が浮き彫りとなった。また、10人程度が有効数字３桁をまったく
同じ数値でレポート提出してきたこともある。10箇所以上の測定を行う本実験において偶
然一致したとなると天文学的確率であり、学生間でデータの共有が行われていた可能性が
ある。コロナ禍で学生も疲弊してることを考慮し寛大な措置として厳重注意にとどめた
が、一方的な講義形式では学生は聞いたふりをして直接手を動かさず、不正行為を許して
しまう危険性もはらんでいる。適切な指導を行えば多少は実験をした気にできる一方で、
魅せ方はこれまでの対面授業以上に毎回教員側で工夫する必要がある。

実施例その２：ボルダの振子（動画教材）
テーマ内容：鉄球と針金、ナイ
フエッジを用いて剛体振子を構
成し、振子の周期を測定する。
対面実施時には球の直径や針金
の長さなども各人が測定するも
のであるが、オンラインでは振
子の振れるようすのみを観察し
た動画を教材とする。振動した
回数を数えながら10回分の周期
を各人の時計で測定し、与えら
れた球の直径、針金の長さなど
の数値と合わせてこれらの間に
成り立つ関係式から重力加速度
を求める。
重要視した点：実験中のようすをリアルタイムで見ることにより臨場感を出すことができ
る。各人が測定を行うため一応は実験であり、値や誤差にも個人差が出る。
実施例と問題点：このテーマも実施例その１と同じく、周期の測定法に個人差があり、腕
時計で測った者、ストップウォッチで測った者、動画のシークバーで測った者、など学生
ごとに個性を出した実験が行えたようである。得られた値に生じた誤差も個人が各々考察
しており、意図した通りの課題となったように思われる。
　しかしながら本来２人で相談しながら進められる実験を一人で行うため、外出も自粛さ
せられて自宅待機を余儀なくされていた学生にとっては画面を見続けるだけの作業は苦行
であろう。適切な指導を行えば多少は実験をした気にできる教材ではあるが、学生にとっ
て退屈な実験であることはゆるぎのない事実であり、教員側の創意と工夫によって毎回の
授業時に学生への期待感を与え続ける必要性があると感じている。この点は実施例その１
とも同様である。

図５．動画では振子が振れるようすが250回程度繰り返され、学生は
振動の回数と時間を記録して周期を算出する。対面では2人1組で行
う実験。オンラインでは分担もできず、目も離せない上に延々と同じ
作業の繰り返しであり苦行以外のなにものでもない。
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実施例その３：放射線（動画教材）
テーマ内容：対面時にはガイ
ガー・ミュラー計数管を用い
て、様々な条件下での放射線強
度を測定して放射能と放射線に
ついての理解を深める。オンラ
インではガンマ線源を使った実
験のようすを２点の動画教材に
し、鉛による遮蔽効果、距離に
よる減弱効果を調べる。動画の
数値を読み取って放射線防護の
法則を理解する。
重要視した点：実験作業のよう
すを一通り見せて臨場感を出し、実験の雰囲気を味わってもらう。このような教材はほか
に「ヤング率」、「電気抵抗」がある。
実施例と問題点：テーマ自体は高校で学ぶ内容より高度であるため、学んだ内容に関して
ポジティブな意見が思ったより多く見受けられた。この点は物理学実験が、まだ大学に対
して新鮮さの残る１年生を対象としていることも要因の一つと考えられるが、実験の雰囲
気を味わってもらうという一定の効果は得られたと感じている。
　しかしながら、本実験において値はすべて動画から読み取るため、どの学生もまったく
同じ値が得られてしまう。本来の物理現象としては原子核が確率で崩壊することにより起
こるものであるため、毎回異なる値となるはずであり、物理学の本質を表現しているとは
とても言い難い。またこれはすなわち誰か他人からデータを得れば実験に手を動かす必要
がまったくないということでもあり、学生間でデータが流通してしまえば授業をサボる
ことは容易である（そしてこれは今の時代において簡単に起こりうる）。実際に、クォー
ター途中で動画データの差し替えを行ったところ、差し替え以前のデータをプロットし、
レポート提出してくる例も見受けられた。
　本実験のような、すべての実験データを供給するタイプの遠隔実験は３テーマある。今
回のオンライン化にあたり準備した実験教材の実に半数がこのカテゴリに類する。これら
のテーマでは、実験とは名ばかりで単なるグラフの描き方練習、最小二乗法の計算練習に
なってしまっている感が否めない。上述のような不正や、学生のやる気減退の温床となり
得る恐れもあるため、同じ動画を用いた授業が可能なのは１セメスター程度が限界である
と考えられる。しかしながら毎回動画を作り変える手間を教員が担当するのは現実問題と
して不可能に近い。どの教材であっても言えることではあるが、オンライン講義を今後も
継続する以上、各教員の不断の努力によって教員ごとの特色を出した学生の興味を沸き立
たせるような授業準備とトークスキルの向上がこれまで以上に必要となってくることは明
白である。今後の教育は通り一遍の画一化された講義による垂れ流しのような形式であっ
てはならない。

図６．動画では放射線の遮蔽効果を測定しているようすが視聴できる。
学生は動画中の数値を読み取り、データとしてプロットし、グラフに
して解析を行う。



9

5．遠隔型実験の運営体制について
　基礎科学研究系と工学部技術部による
協力体制によって、本遠隔実験は実施さ
れた。ここでは、教員サイドと技術職員
サイドの二つの目線で本物理学実験の運
営体制を分析する。

5.1　旧量子物理学部門の実験系教員の
目線からの管理運営業務
　教授３名、准教授１名、助教１名が
実質的な責任母体となっている。ここ
で、３年半前に助教を任用したことが功
を奏した。教授と准教授は管理運営業務
の他に、座学での遠隔実施で右往左往し
ており、じっくり教材開発を行う余裕が
なかった。教材開発は助教と技術部の共
通実験チーム長の２名によって形作られ
た。ある意味で、２名の能力の高い教職
員だったからこそ、実質２週間ですべて
の教材を準備できたのだと思う。上記の
５名の常勤教員は全員、どこかのクラス
の主担当教員になっているが、主担当教
員は、ライブキャンパスを通じての学生
への諸連絡、Moodleを通じたシステム
管理を行う必要がある。図７に実験当
日の流れをまとめてみた。実際の実験
日の教育以外に、Moodleを通じたシス
テム管理がヘビーワークであった。図
８に２Q用に用意したMoodleの画面を
示す。Moodleの中には、（１）諸注意事
項、（２）出席登録機能、（３）教材閲覧
機能、（４）Zoomの周知機能、（５）レ
ポート提出・集計機能、（６）アンケー
ト収集などを含む。遠隔実施をする上で
通信障害など不慮の問題に対して臨機応
変に対応するために、（４）のZoomに
は、教員だけでなく当該実験に携わるす
べてのスタッフが出席できるようなシス
テムにした。また、レポートの提出遅延
も最終評価に加味するために、Moodle

図７．３つのZoomルームによる実施体制［1］

図８．Moodle画面［1］
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への教師権限を付与したアクセス権を常勤教員、非常勤教員、事務補佐員、共通実験チー
ムの教職員に付与した。講義科目と違い大変だったことは、これらのシステムを、開講の
１週間前には完全なものにして学生に提供することであった。実験途中で方針を変換する
ことは学生に大きな不信感を与えることになるため、Moodleのシステムを最適なスタイ
ルに構築し、それをブラッシュアップすることは、情報系に疎い教員にとっては非常に
ハードルの高いものであった。実際、筆者全員はMoodleを全く使用したことがなかった
ため、愚痴になるが大変なストレスを感じた。また、これまでの対面式では、その日のう
ちにレポートをフィードバックするという教育上の配慮から実験時間中にレポート採点を
完了させていた。遠隔型では再提出をさせることが教員リソースの問題で事実上不可能と
なった。レポート評価は実験後に行うことになり、その採点作業とその他の運営業務（出
欠管理、レポート評価集計業務）を考えたとき、全体としての管理運営業務は従前の３倍
以上になった。

5.2　工学部技術部共通実験チームの目線からの管理運営業務
　共通実験チームでは、まず、教材
として使う動画や静止画の撮影・編
集、非常勤講師・TA・技術職員が
使用するタブレット端末とノート
PCの準備、通信環境の準備を実質
１ヶ月で行った。
　動画や静止画は助教と共に撮影・
編集を行ったが、期間も機材も足り
なかったため内容については妥協し
た部分もあり、それらを見るだけで
は実験の内容を把握するには不十分
な物だったと思えるが、図９のよう
に短い時間の中でも理解できるようテロップで説明を入れる等の工夫をした。
　遠隔での実験中は、教員が使うタブレット端末の不具合や、回線トラブルへの対応、実
験中の出欠確認（TAと共に行った）、Moodle上でのレポート未提出者の管理等の業務を
行った。配信にはZoomを利用し、タブレット端末でスタイラスペンを使用して画面に書
き込みながら説明を行うという方法だったので教員にはタブレット端末の操作に慣れて頂
く必要があったが、不慣れな状態の時にはZoomや端末の操作が上手く行えず実験の進行
に支障が出る場面もあり、それらに素早く対応し実験を円滑に進められるように努めた。
例として、配信中に何らかの原因で教員の回線が落ちた場合にZoomを維持し学生達を混
乱させないようにし、教員の回線を繋ぎ復帰を早急に行えるようにした。出欠確認に関し
ては、Moodleで出席登録を行えるのでそれを確認すれば良いと思われたが、中には登録
せずにZoomに参加する学生も居り、また、出席登録しZoomを見ない、又は、途中から参
加する、途中で抜け最後まで見ない等も考えられたので、出欠確認はZoom上で、実験の
始めと終わりに計２回確認することとした。
　レポートは、今回はPDFファイルに変換した物をMoodle上にて提出し、教員がそれに

図９．放射線の測定用動画の一例
動画の補足説明をテロップ型式で挿入し、動画を見るだけで実
験の様子を把握して測定が出来るよう工夫した。
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対して評価するという方針で、提出されたレポートをダウンロードし成績表と一緒に保存
するという作業があるが、それらを共通実験チームで請け負った。
　来年度に向けては、対面授業になった時に備え、飛沫防止の為のパーティションの用意
と、空気清浄機とサーキュレーターの導入、手指の消毒液ならびにフェイスシールド等を
準備している。
　動画及び静止画の教材について、学生から「動画・静止画からデータは取れるが実際に
手を動かした訳では無く、データ自体を与えられた物もありそれを計算しただけなので、
物理学と言うより数学の様だった。」と言う意見もあったので、来年度は、もっと工夫を
凝らし、実際に実験を行った気になるような動画に出来ないか思案している。

6．学生のアンケートから読み取る成果と問題点
　オンライン版物理学実験について、学生アンケートを実施した。第２QではLive 
Campusを通じて、第３QではMoodle上で、各主担当教員が学生からの意見を聞いた。そ
れぞれについてまとめたみたい。

6.1　第２Qでの授業アンケート～座学科目と比較～
　図10を用いて、美藤が前期にＩ
類の学生に対して開講した「物理
学Ｉ」と比較する形で、第２Q開講
の「物理学実験」の学生による評価
を整理してみたい。ここでは、Live 
Campusを通じた授業アンケートの
項目の中のいくつかの項目に対して
調査結果を載せている。その中で
「授業内容に満足しているか」とい
う項目に注目する。84名中50名が回
答している「物理学I」では92%が
「強くそう思う/そう思う」と回答し
た。しかし、82名中45名が回答して
いる「物理学実験」ではその回答は
60%であり、約３割（29%）の学生
が「どちらともいえない」と回答し
ている。この差異は、高い学習意欲
をもって入学したフレッシュマン
が、遠隔型物理学実験にある程度の
理解は示すものの、「本音を言えば
満足をしていない」ことを示唆して
いると受け止めざるを得ない。

図10．2Qの授業アンケートの結果［1］
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6.2　第３Qでの授業アンケート
　第３Qと第４Qについては、後期科目終了後にまとめてLive Campus上での授業アン
ケートを行うため、第３Qのみを対象とした独自の簡易アンケートを実施した。第２Qの
実施経験により見えはじめていた課題等を考慮し、

①物理学実験をオンラインで受けた感想はどうでしたか
②物理学実験をオンラインで受けた満足度を100点満点で評価してください （０ - 100）
③上の質問で答えた理由と、物理学実験に関する要望・感想などを自由に書いてください

という３問を設定し、①に関しては
・面白かった
・どちらかといえば面白かった
・どちらかといえば面白くなかった
・面白くなかった
の４択とした。学生には今後の物理学実験をよりよくしていくための意見を集約したい旨
を伝え、必須回答を促して協力を仰いだ。回答した学生の総数は220名（３クラス: 69名
+82名+69名）であった。この章ではこの第３Qに行ったアンケートを基に、成果と問題
点を読み取る。

　４択の集計結果を表１
に、100点満点の満足度を
図11に示す。「面白かっ
た」・「どちらかといえば面
白かった」を選んだ学生は
67%あまりであった。これ
は第２Qの「授業内容に満
足している」と回答した学
生の割合とほぼおなじであ
る。100点満点の満足度は平均値が65.5点、中央値が70.0点であった。これらのことから考
えると、およそ１ヶ月という短期間で教材や実施環境を整備して行った取り組みとしては
まずまずの結果であり、教員・技術職員を始めとしたスタッフ全員が一丸となったことに
よる成果であると考えられる。
　自由記述欄には、
・高校より専門的な実験を見れたのがよかった
・講義、実験内容がわかりやすかった
・教員が器具や道具、実験方法などを丁寧に説明してくれ、しっかり理解を深められた
・レポートの書き方は報告書を書くためのよい練習となった
などの意見が見られ、意図した教育効果が得られていたことが覗える。準備段階において
はスタッフの誰にとっても初めての経験であり、内容も手探りであった中、学生の学ぶ意
欲に答えるためにと努力した結果が実った結果と思われる。

項目 人数(人) 割合(%) 

面白かった 33 15.00 
どちらかといえば面白かった 93 42.27 

どちらかといえば面白くなかった 84 38.18 
面白くなかった 10 4.55 

計 220 100 

表１．アンケート①に関する集計結果
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　しかしながら問題
は、残り３割以上の学
生は不満を感じている
ことである。この数値
は第２Qの「どちらと
もいえない」と回答し
た学生数とほぼ同数で
あり、「本音を言えば
満足していない」とい
う解釈を支持してい
る。これらの結果にお
いて注意しなければならないことは、必ずしも教員の授業内容が悪いから不満に感じてい
るわけでもないという点である。その根拠としては、100点満点中５点を付けた学生の自
由記述欄に「担当教員の説明はわかりやすくてすごく良かった」旨の記述が見られた。に
もかかわらず満足度が低いということはすなわち純粋にオンラインでの実験内容に関する
評価であることが読み取れる。このことは、満足度評価の高低によらず、圧倒的に多く寄
せられた意見が「実際に手を動かして装置に触れ、自分の目で見て測定したかった」で
あったことからもわかる。これに類する意見を記述した学生は220名中、実に132名にも及
んだ。
　また、ある学生に「自分で実験を行った結果、標準値と異なるデータが出たときに何を
間違えたのか考察したかった」との記述があった。これは「実験」にとって当然のこと思
われるが、その必要不可欠のステップが抜け落ちていることは将来エンジニアや研究者を
目指す学生にとって大きな損失であり、憂慮すべき点であると考えられる。筆者の個人的
な見解としては、今後も今回のようなオンライン実験が継続した場合、学生たちは実際に
手を動かして実験もしていないのに工学系の大学を卒業したと胸を張って言えるのかどう
か、甚だ疑問に感じており、この度のコロナ禍での学生の不憫を思ってやまない。

7．来年度に向けて
　学生が実験科目に望んでいることは、手を実際に動かすことである。これは学生の感想
から、私たちが直視しなければならない真実である。座学効果との相乗効果があったとし
ても、どんなに遠隔スタイルをブラッシュアップしても、対面実施の教育効果には及ばな
い。学生にとって、試行錯誤して苦しんでいることも、楽しみの一側面なのである。し
かし、この苦の一面を、我々教員は学生からの負の評価と受け止めがちであった。しか
し、実験が出来ない環境になって、一番大切なことを再認識できた。実際、時間割を大き
く変更することは簡単なことではなく、今のクラス編成のままで、今の実験室と今のス
タッフで物理学実験を実施することを要請されたとき、三密回避のガイドラインを順守す
る限り、完全なる対面実施は不可能である。ついては、対面と遠隔の共存を模索するしか
ない。学生に手を動かしてもらい、苦しみながら楽しみを感じて欲しいテーマは対面実施
で、座学との相乗効果を期待でき、解析方法の収得に適したテーマは遠隔で実施すること
を次なるステップに考えている。

図11．満足度の集計結果（100 点満点）
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　教員サイドからまとめた結言を図12
にまとめた。では、遠隔実施が完全に
無意味だったかというとそうではな
い。ここに、第４Qで「光のスペクト
ル」の実験を受講し、リュードベリ定
数を実験的に算出した５類の学生の考
察に書かれていた一文を原文そのまま
に引用する。
　「高校のときには公式や問題の解き
方ばかりを勉強したが、大学生になっ
て、こんな風に自分が知っていたもの
を実際に求めることでかなりそのもの
に対する認識が変わるなと思った。」
　「光のスペクトル」の実験では、学生には、“19世紀後半に活躍した科学者になったつも
りで、古典物理学では説明できない物理現象を観測してみましょう”と訴えて、実験をし
てもらった。今年度の６月に遠隔実施を思い立った際の動機に立ち返ると、学生の勉強意
欲を駆り立てるような実験が出来たのであれば、今回の遠隔型物理学実験は成功した、と
評価してよいと思う。ただ、来年度も、同じ内容を同じように行ったのではきっとうまく
行かないだろう。
　最後に、完全対面から完全遠隔の際に管理運営業務が３倍以上になったと言及したが、
対面と遠隔の共存を実施する場合、管理運営業務の増加は完全遠隔のさらに倍になること
が予想される。基礎科学研究系の物理系教員と技術部共通実験チームの協力がより一層
重要になるが、速やかな情報の周知や各学科からのTA派遣など、工学部全体のご協力が
あってこそ、新たな試みが可能になる。

参考文献
［１］国立情報学研究所大学の情報環境のあり方検討会主催
『第15回４月からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム』
 美藤正樹，田中将嗣，山本克巳，松田美智子「九州工業大学工学部１年生向けの遠隔型
物理学実験」（2020.9.4）講演会資料　「九州工業大学工学部１年生向けの遠隔型物理学実
験」（nii.ac.jp）

図12．結言［1］
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２　情報工学部「プログラミング」における遠隔授業の取り組み

情報工学研究院　知能情報工学研究系　教授　　乃　万　　　司

　2020年度は、新型コロナウイルス感染症の急速な広がりにより、年度当初から、情報工
学部のほとんどの科目で遠隔授業の実施を余儀なくされた。１年前期「プログラミング」
においても、種々の対応のもと、遠隔授業による初年度情報教育を実施した。ここでは、
その取り組みの概要についてご紹介したい。

1．情報工学部「プログラミング」の概要
　「プログラミング」は、情報工学部発足以来、最初の情報教育のために１年前期に配置
されている科目である。改組前は、扱うプログラミング言語も含め学科によって教育内容
が異なっていたが、2018年度の学部改組から、学部の共通教育科目として、同一教材を用
いて同一内容を教育することになった。これは、改組後は２年進級時に学科・コースに配
属することになったため、１年次の教育内容が異なっていては困ることに加え、配属決定
は１年次の成績によるため、公平性を担保するためでもある。
　改組後の「プログラミング」の内容は、C言語による初等プログラミングの他に、
Linuxによる計算機リテラシーを含む。計算機リテラシー部分は第１クォータに毎週１コ
マ分で教えるため、「プログラミング」には、第１クォータには毎週３コマ、第２クォー
タには毎週２コマが配当されている。

2．遠隔授業導入にあたって
　2020年４月に、前期の科目は全面的に遠隔授業に移行する大学の方針が示され、「プロ
グラミング」担当者間でも本年度の授業をどのように実施するか検討を重ねた。2019年度
までは、第１クォータに教室でリテラシー教育を実施していて、計算機に慣れない学生が
戸惑うことがあってもすぐに教員やTAが対処することができたが、遠隔授業では最初期
の躓きへの対応が難しい。
　さらに大きな問題は計算機環境である。2019年度から本学ではBYOD化に移行してお
り、入学時に各自のPCに仮想化ソフトウェアであるVirtualBoxとLinuxディストリビュー
ションの１つであるUbuntuとをインストールして、そのUbuntu上で「プログラミング」
等の計算機教育を実施することにしている。2019年度は、入学時（最初の授業の直前）の
土日を利用してPCの初期設定講習会を開催し、新入生を教室に集めて約２時間をかけて、
上記のVirtualBoxとUbuntuをインストールさせ、正常に動作することを確認してから、
最初の授業に臨ませる形を取ったが、2020年度の初期設定講習会は中止となった。
　そこで、「プログラミング」担当者で検討した結果、2020年度は以下の方針で進めるこ
とにした。
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　（1�）遠隔で（資料を読むだけで）学生自身が最初にVirtualBoxとUbuntuをインストー
ルすることは困難なので、本学で利用しているeラーニングプラットフォームである
Moodle上で、VPL（Virtual Programming Lab）を用いて、WebベースでC言語のプ
ログラミング教育を行う。

　（2�）新入生も、授業の進行とともに少しずつPCにも慣れていくであろうから、第１
クォータ間にVirtualBoxとUbuntuをインストールさせる。

　（3�）リテラシー教育は最低限必要な事項に限り、第２クォータに実施する。

　実際には、VirtualBoxとUbuntuのインストールも予定通り進まず、リテラシー部分の
課題の最後の締切は９月16日になってしまったが、必要最小限の教育は実施できた。

3．「プログラミング」遠隔授業の構成
　「プログラミング」は、時間割上では毎週１回の授業なので、毎週の授業分はMoodle上
で非同期授業の形で以下のように提供した。

　（1）小テストとそのビデオ解説
　（2）本日の主要トピック（（2 - 1）～（2 - 3）を２～３回繰り返す）
　　（2 - 1）トピックのビデオ解説
　　（2 - 2）指示通りにプログラムを入力し実験
　　（2 - 3）演習（少し変更したプログラムを作り実験）
　（3）レポート出題（ビデオ解説）

　上記のMoodleによる非同期授業は、本来の授業時間までにできるだけ済ませておくよ
うに指示しておき、時間割上の本来の授業時間に、zoomを用いて補足説明と質疑を中心
とした同期式授業も行った。同期授業は毎回30 ～ 40分程度で終了し、その後は上記の（3）
まで済ませていない学生が残って続きを行う形になった。

4．遠隔授業の工夫と知見
　他の教員も同じだと思うが、本格的な遠隔授業は事実上はじめての経験であったため、
いろいろ考え試行錯誤しながら進めていった。その中で工夫してよかった点や得られたさ
まざまな知見についていくつか紹介する。

4.1　スタートラインは低く
　新入生のこれまで過ごしてきた環境は様々であり、PCにほとんど触ったことがない者
も少なからず含まれている。教室での授業なら、そのような学生がいてもすぐに指導でき
るが、ネットを隔てた先の学生には、先生もTAも隣席の同級生もおらず、ごく簡単なこ
とでも躓いてしまうと、それを解決することは困難である。そこで、遠隔授業の教材は、
教室の授業では扱わないようなごく基本的な話題から始めた。
　具体的には、最初の教材は図１のように、PCを映してどのように文字を入力するかと
いうビデオ教材であり、大文字の入力方法や数字のキーがどこにあるか、さらにはアル
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ファベットではなく平仮名や漢字が出てきたらどうするかまで説明し、その後で図２のよ
うな画面（Moodleの小テストを使用）で、意図した文字を入力できるか（大文字と小文
字は区別できるか、空白を入れるという意味がわかるか）を確認した。教えなくても誰で
もできるだろうと思うかもしれないが、このレベルから始めないと、躓いても新入生が自
力で脱出できない可能性が高いので、教室の授業に比べ、スタートラインは相当低くして
おくことが必要である。

4.2　学生への指示は明確に
　教室であれば、学生への指示が多少曖昧でも、いわゆる阿吽の呼吸で何をすべきか学生
にも伝わるものである。しかし、遠隔授業では物理的に遠く隔たっているため、そのよう
なニュアンスが伝わることは期待できない。
　そのため、遠隔授業での学生への指示は、くどいほど丁寧で曖昧さがないようにする必
要がある。図３はある回での指示であるが、最初の（全体の指示）で、「授業開始までに
自力で行って下さい」と書いておくと、「できなかったのですが、どうしたらよいでしょ

図２　最初の課題（アルファベットと数字の入力）

図１　最初のビデオ教材における文字入力の説明
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うか？」というメールが届くであろうし、逆に「授業時に説明します」だけだと多くの学
生が何もしてこないということになるので、どんな順番で、いつまでに何をすべきか、ま
た出来ないときはどうするかも含めて、曖昧さのない詳細な指示が必要である。

4.3　小テストは繰返し解かせる
　「プログラミング」では、ほぼ毎回、授業の最初に小テストを実施しているが、Moodle
のようなeラーニングプラットフォーム上では、紙の小テストにはない役割を持たせる
ことができる。図４は数式や（数学）関数について教えた次の回に出題した小テストで
ある。初学者にとって、プログラムで複雑な数式を記述するのはそれほど容易ではない
が、この小テストを正答できるまで繰返し解かせることによって、数式 2a はC言語で
は 2 * a と記述することに慣れさせることができる。

図３　教材における指示の例

図４　小テストの例
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4.4　チャットや感想欄で質問を引き出す
　教室の授業でも、学生が理解できているかどうかを知ることは難しい。また、今どきの
学生は目立つことを嫌うので、めったに質問もしない。しかし、匿名ならその壁を破るこ
とができる。zoomによる同期授業の際に、privateチャットで質問するように伝えると、
非常に多くの質問が出るようになった。たとえば、ある回の質問は次のようなものであ
る。

◦　�条件式に（++a % 3 == 0）と記述しました。a を１づつ増やして３の倍数のとき
だけ実行するようにしたくて上記のように記述しましたが条件式の書き方があってい
るのか知りたいです。実行結果はうまくいきました。

◦　��i をイント型にするのはなぜでしょうか？
◦　�先週の湿度、気温のレポート課題についてなのですが正しく作動しなかったのですが
どこが間違っていたのでしょうか？

◦　�レポート課題２の梅で、プログラムを実行すると 0.000 が連なるだけになるのです
が、どうすれば改善しますか？

◦　�プログラムはしっかり打ったつもりなのですがすべて値が 0 になるのでどこかが間
違っていると思うのですがどこが間違っているのかがわかりません。おしえてくださ
い。

◦　�今日の課題の松竹梅は全部しないと成績に響きますか？

　このように匿名なら何でも質問できるらしいので、匿名での質問を可能にすると学生の
反応がよくわかるようになる。また、Moodle上の教材の最後でも自由書式の「感想」を
書かせたが、やる気のある学生は早目に済ませて、教材作成上のミスを指摘してくれるの
で、Moodleの設定誤り等を早期に見つけるのにも役に立つ。
　なお、上記の質問中で松竹梅とあるが、「プログラミング」のレポート課題では、段階
的に少しずつ難しくした課題を（梅）、（竹）、（松）として出題し、できる範囲で発展的な
課題を解かせるようにしている。たとえば、このときのレポート課題は、以下のようなも
のである。

（梅）0 度から80度まで10度刻みでsin, tanの数表を書くプログラムを作れ．
（竹）�正整数 n を入力させ，0 度から90度の直前まで n 度刻みで sin, tan の数表を書くプ

ログラムを作れ．
（松）�（竹）のプログラムで，３行おきに横線（例えばマイナス記号を並べる）を出力させ

よ．

4.5　教材は４回目から作る
　4.2項でも述べたように、遠隔授業では、学生への指示が伝わりにくい。そのため、毎
回の授業は、同じ構成、同じ進め方のほうが、学生にとって授業に適応しやすい。また、
教員にとっても教材作りがイメージしやすいという利点がある。
　一般に教材は初回の授業分から作ることが多いが、特に初修の科目では、最初の方は変
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則的に進めざるをえないことが多く、教材を初回から作ろうとすると、科目の途中で授業
の構成がぶれてしまう可能性が高い。授業の構成は内容が定常化する回で決めた方がよい
ので、むしろ内容が定常化する回から先に教材を作り始めるほうがよいように思う。
　「プログラミング」では、内容が定常化するのは４回目からのため、最初に４回目の構
成を決め教材を作成したが、途中で授業の構成に迷わずに進めることができた。

4.6　MoodleをCSCW環境として使う
　CSCW（Computer-Supported Cooperative Work）とは、計算機による共同作業の支援
を指す概念で、そのツールとしてたとえばグループウェアがある。「プログラミング」の
ように複数の教員が同一科目を担当する場合、教材も分担して作る場合が多いため、共同
作業のやりやすさを考える必要がある。
　本学ではeラーニングプラットフォームとしてMoodleを利用しているが、Moodleその
もので、複数の教員が作った教材をうまく統合できるので、一種のCSCW環境として用い
ることができる。（現在学内で使用している版の）Moodleでは、同一コース内でトピック
単位で複製することはできないが、異なるコース間ならインポート機能によってトピック
単位で複製することができる。そこで「プログラミング」では、図５のように、各教員が
作成した素材を、インポートによって一つの共通の元コースに集めて統一した共通教材を
作成し、それを再び各クラス用にインポートするという運用を行った。
　なお、インポートは同一番目のトピックに限るので、同一科目の教員は、統一したト
ピック順でコースを作成するほうがよい。

図５　Moodleのインポートによる共通教材の作成

4.7　試験で全員に異なる出題をするには
　遠隔授業になって困ることの一つが試験である。公正な試験実施のためには同期式の試
験が有利だが、学生のネットワーク環境を考えるとトラブルの恐れも少なからずある。そ
こで「プログラミング」では非同期式で行うことにしたが、非同期式では、学生が解答を
教えあうのを完全に防ぐことは困難である。そこで、少なくとも丸写しを防ぐために、本
年度の「プログラミング」では、全員にまったく同じ問題を出題するのは避けることにし
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た。しかし、情報工学部の学年定員410名分の異なる問題を作ることは不可能なので、以
下のような方法を用いた。
　たとえば、期末試験では４題を出題したが、問１と問２は５種類ずつ、問３は６種類、
問４は４種類作り、問題を 5× 5× 6× 4 = 600 種類にして全員に異なる問題を配布した。
試験の際は、試験開始時に各担当教員から学生のメールアドレスに問題を送付した。
　各問はもちろんほぼ同じ難易度にした。たとえば本年度の問４は、整数を成分とする 	
M 行 N 列の行列（M×N の２次元配列で表す）を引数に与えると、

　（a）　行の成分の最大値が奇数である行の数
　（b）　行の成分の最小値が偶数である行の数
　（c）　各行の成分中の奇数の個数の最大値
　（d）　各行の成分中の偶数の個数の最小値

をそれぞれ返す関数を書かせるものであり、丸写しはできないが、難易度はほぼ同等であ
る。

5．むすび
　2020年度は、突然の遠隔授業化で戸惑うことも多かったが、試行錯誤しつつ無事１年前
期の「プログラミング」の授業を終えることができた。（出席数を満たしたが）単位を取
得できなかった者は１年生中で３%以下であり、情報の基礎を確実に身に付けさせるとい
う科目の所期の目的はほぼ達成できたと考えている。本稿が、今後の学内外の遠隔授業に
少しでも参考になることを願うとともに、「プログラミング」を共同して担当していただ
いている、新見道治先生、伊藤博先生、梅田政信先生、齊藤剛史先生に、感謝の意を表し
ます。
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３　生命体工学研究科オンライン授業コンテンツ圧縮の取り組み

生命体工学研究科  人間知能システム工学専攻  准教授　吉　田　　　香

1．はじめに
　本稿では、大学院生命体工学研究科１Qの科目である「脳型情報処理A」オンライン授
業について紹介します。１Qの科目であることから、早急に授業スタイルを決定し、授業
準備に着手する必要がありました。また、生命体工学研究科では、多くの科目が日本語だ
けでなく英語でも行われており、特に今年度は来日できない留学生にも考慮する必要があ
りました。
　まず、オンライン授業の準備を始めるにあたり、全学で実施された「学生の自宅等にお
けるネットワーク環境調査」の調査結果を確認しました。調査結果からは、少数ではある
ものの複数の学生がオンライン授業の受講に十分なネットワーク環境ではないことがわか
りました。そのため、自宅等のネットワーク環境が貧弱な学生が不利益を被らないように
することを最優先事項としました。
　次に、オンライン授業を同期とするか非同期とするかを検討しました。同期授業の場合
は、臨機応変に履修生の理解度や質問に対応できる利点がありますが、オンライン授業の
受講に十分なネットワーク環境ではない履修生が不利益を被る可能性があります。また、
来日できない留学生に対応するためには、彼らの居住地の時差を考慮する必要もありま
す。当該授業は２限に開講されるため、例えばインドでは朝７時開講となります。これら
の理由から、今年度は、オンライン・非同期で実施することにしました。
　そして、授業内容の質を保ちつつ限られた時間で準備できることを検討しました。例年
通りスライドをPDFで配布すれば、ファイルサイズが小さくネットワーク環境が貧弱な
学生に特別な配慮をしなくてすみます。しかし、対面授業でもオンライン・同期授業でも
ないわけですから、スライドのPDFだけ配布しても授業内容の質を保つことができない
ことが容易に想像できます。よって、少なくともスライドに音声の付与が必要であると考
えました。一方、限られた時間で準備するためには、昨年度までの授業のようにスライド
を映しながら講義する様子を録画し、動画資料として配布する方法が最も短期間で準備で
きます。しかし、ファイルサイズが大きくなってしまう問題があり、ネットワーク環境が
貧弱な学生が不利益を被る可能性が懸念されます。また、自宅では撮影環境を整備するこ
とも困難です。そこで、講義する様子を録画するのではなく、音声付きスライドを動画資
料として作成することにしました。

2．配布資料の準備
　前節で述べた通り、ネットワーク環境が貧弱な学生が不利益を被らないようにすること
を最優先事項とし、来日できない留学生に対応することも考慮して、授業はオンライン・
非同期で実施することとし、音声付きスライドを動画資料として作成することにしまし
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た。当該科目では、最終的に下記２種類の資料を配布しました。
　　（1）英語音声付きスライドのビデオ（mp4）
　　（2）英語音声の書き起こしテキスト（docx）
それぞれの配布資料の準備について、なぜこの形式で配布することにしたのか？を以下に
述べます。

2．1　英語音声付きスライドのビデオ（mp4）

2．1．1　音声の言語はどうする？
　生命体工学研究科では、多くの科目が日本語だけでなく英語でも行われており、担当科
目の「脳型情報処理A」は、シラバスに「通常講義は英語で行う（ただし日本語での説明
を必要とする受講者がいる場合は日本語でも行う）」と明記しています。例年、約３割の
履修生が日本語を母国語とせず、彼らにとっては日本語による受講が非常に困難です。一
方、英語が苦手な履修生にとっては英語のみによる受講が困難であることがあります。そ
のため、昨年度までの授業では、スライドおよび講義は英語で行い、必要に応じて日本語
での説明を補足していました。今年度は、動画資料の音声は英語とすることにしました。
日本語による補足については、後ほど述べます。

2．1．2　音声データの作成はどうする？
　さて、スライドに付ける音声データを作成しなければならないのですが、自宅には録音
スタジオも専用マイクもありません。私自身の部屋がないため、リビングやダイニングの
片隅でノートPCを開いて作業しなければならない状態です。音声入力機材として、PC内
蔵のマイクだけでなく、マイク付きヘッドセットやwebカメラ内蔵マイクからの外部入力
も試しましたが、環境音や生活音がどうしても排除できません。また、自宅近隣の貸会議
室の利用も検討しましたが、もし雑音のはいらない録音環境が一時的に確保できたとして
も、すべての講義回の音声を一度に録音するのは困難なため、同じ録音環境を維持する必
要があります。そこで、音声データを作成するための講義内容テキストを作成し、音声合
成（テキスト入力、音声出力）で音声データを作成することにしました。
　１Qの授業ですから、授業準備にそんなに時間をかけられません。まず、スライドを見
ながら例年通りに講義内容を話し、同時にその音声を音声認識（音声入力、テキスト出
力）で文字起こしする方法を試しました。最近の音声認識は非常に高性能で、少し不明瞭
な発音でも似た単語に文字起こしすることができます。しかし、私自身は英語ネイティブ
ではないため、言い澱みや文法間違い等が多発してしまい、文字起こし後の手直しに非常
に時間がかかることがわかりました。さまざまな音声認識ソフトを試したり、ワープロの
文法チェックツールで文字起こし後の手直しを試したり、紆余曲折しましたが、最終的に
は音声認識で文字起こしする方法による講義内容テキストの作成を断念しました。そし
て、大変な労力がかかることは予想できたのですが、私自身がタイピングする方法で音声
データを作成するための講義内容テキストを書き起こすことにしました。
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2．1．3　音声合成はどうする？
　さまざまな音声合成ソフトがある中、どれを用いるのがよいか悩みました。そこで思い
出したのですが、約10年前に米国の大学で e-learning システムを利用したオンラインのみ
の科目を非常勤講師として担当したことがあります。（余談ですが、この大学では、資料
のアップロード方法、出欠の記録方法、小テストの実施方法、成績報告の実施方法など、
オンライン授業に必要な手続きそのものが e-learning システム上のひとつのコースとなっ
ていました。そして、そのコースを満点で修了しないとオンライン授業が行えない仕組み
になっていました。）限られた時間で準備をしなければならないことから、新たな技術を
修得したり使ったことのないソフトウェアを用いたりするのではなく、過去の経験を活か
して以前オンライン授業の動画資料を作成したときと同じ方法で音声合成を行うことにし
ました。その方法とは、Mac OS に搭載されているテキスト読み上げ機能を用いて音声合
成を行う方法［1］です。
　まず、環境設定のアクセシビリティパネルで、音声リストから女性の声を選び、読み上
げスピードをデフォルトより一段階ゆっくり読むように設定します。次に、スライド１
ページ分の講義内容テキストを選択し、ショートカットキーを用いて読み上げ機能で生成
される合成音声を音声ファイルとして保存します。最後に、保存された音声ファイルをス
ライドにマルチメディアデータとして挿入します。この手順をスライド枚数分だけ繰り返
し、最後にスライドショーをビデオ（mp4）として出力します。

2．2　英語音声の書き起こしテキスト（docx）

2．2．1　講義内容テキストの配布はどうする？
　音声合成で音声データを作成することにしたので、手元に講義内容テキストがありまし
た。そこで、音声付きスライドのビデオだけでなく、講義内容テキストも補足資料として
配布してはどうかという考えに至りました。実は、今回のオンライン授業を準備するにあ
たり、目指したのは、オンライン授業のパイオニアであるCoursera［2］の元になったス
タンフォード大学の授業［3］です。スタンフォード大学では、予算をたっぷりかけて講
師のライブ授業をビデオ撮影・オンライン化しただけでなく、TAらが撮影したライブ授
業のビデオから文字起こしをして、テキストファイルで配布していました。そこで、英語
音声の文字書き起こし原稿もテキスト資料として配布することにしました。

2．2．2　講義内容テキストの形式はどうする？
　私自身がタイピングして書き起こした原稿である講義内容テキストをどのファイル形式
で配布するのがよいか、比較検討しました。ビデオを聞き流すだけならば、講義内容テキ
ストはあまり活用されないでしょう。ですから、講義内容テキストに付加価値を付けるこ
とを考えました。
　まず第１に、英語が苦手な履修者のために、翻訳サービスを利用できる形式にしたいと
考えました。以前、研究室内で英語音声のビデオから文字起こしされたPDF資料を配布
してみたところ、ほとんどの学生が翻訳サービスを利用して日本語に翻訳して利用してい
たことがヒントにもなりました。
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　第２に、参考資料へのリンク付きURLを提供したいと考えました。昨年度までのPDF
資料でも参考資料へのリンクは埋め込んでいましたが、スライド上に表示されたURLで
したので、授業前の予習や授業後の復習で活用した履修生は少なかったのではないかと思
います。今年度は、履修生自身の研究に直接役立てることができるMATLABソースコー
ドへのリンクや、関連研究の動画配信へのリンク付きURLも追加しました。
　ここまでであれば、PDFで良さそうだと思ったのですが、音声合成について比較検討
した際に、Word文書に読み上げ機能［4］があることを知りました。それも、読み上げス
ピードを変えることができるのです。よって、テキスト資料はPDFではなくWordファイ
ルで配布することにしました。

3．オンライン授業の実施
　前節で述べた方法で英語音声付きスライドを動画資料として作成し、そのために準備し
た英語音声の文字書き起こし原稿もテキスト資料として配布することにしました。本節で
は、オンライン授業実施におけるガイダンスとアンケート調査について述べます。

3．1　初回授業でのガイダンス
　例年通り、初回授業では、シラバスの内容を周知し、達成目標や成績評価について説明
しました。ここで、昨年度までの周知内容に以下２点の説明を追加しました。
　まず１点目は、シラバスの内容一部変更についてです。事前に公開していたシラバスの
「通常講義は英語で行う（ただし日本語での説明を必要とする受講者がいる場合は日本語
でも行う）」を「通常講義は英語で行う（ただし日本語での説明を必要とする受講者がい
る場合は翻訳サービスを利用すること）」と変更しました。これは、オンライン・非同期
で実施するため、履修生の理解度に合わせて臨機応変に日本語での説明を追加するなどの
対応ができないためです。
　２点目は、配布資料についてです。本科目では、英語音声付きスライドのビデオ（mp4）
と英語音声の書き起こしテキスト（docx）の２種類を配布すること、もしビデオ（mp4）
の音声が聞き取りづらい場合はテキスト（docx）上でWordの音声読み上げ機能［4］を
使用してみること、必要に応じてテキスト（docx）で翻訳サービスを利用してよいこと、
を伝えました。そして、ガイダンスの最後に「Zoomなどの同期授業配信を行わないのは、
履修生ごとに利用できるインターネットアクセス環境に違いがあるためです」と履修生へ
理解を求めました。
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3．2　履修生からの反応
　初回授業修了後、学生からのフィードバックとして Live Campus 上でアンケートを実
施しました。その結果を以下に示します。履修人数に対して４分の３程度の学生による回
答ではあるものの、概ね大きな不満はなかったようでほっとしました。

(1) 英語音声付きスライド

のビデオ (mp4) 

音声付きスライド (mp4) が良い

音声なしスライド (PDF) がよい

(2) 英語音声の書き起こし

テキスト (docx) 

テキスト資料は必要である

テキスト資料は不要である

(3) 配布資料の量

ちょうどよい 多い 少ない

4．おわりに
　本稿では、大学院生命体工学研究科１Qの科目である「脳型情報処理A」オンライン授
業について紹介しました。１Qの科目であることから早急に授業準備に着手する必要が
あったこと、自宅等のネットワーク環境が貧弱な学生が不利益を被らないようにすること
を最優先事項としたこと、オンライン・非同期で実施することにした理由、音声付きスラ
イドをビデオとして作成することにした経緯および方法を述べました。また、初回授業終
了後に Live Campus 上で独自に実施したアンケート結果を示しました。
　後日、オンライン授業に関するさまざまな意見交換を行う場で、本担当科目のことが話
題にのぼったとのことで、他キャンパスの教員から「スライドに付与されていた音声の原
稿は事前に準備したのですか？」と問い合わせがありました。本稿で紹介した内容をざっ
くりと回答したところ「音声情報の最大の圧縮方法は文字化ですよね」と返信をいただき
ました。私自身は過去にマルチメディアデータの分類や圧縮も研究テーマとしていたこと
があり、ネットワーク環境が貧弱な学生が不利益を被らないよう、無意識的に情報圧縮を
していたのかもしれません。本稿のタイトルを「オンライン授業コンテンツ圧縮の取り組
み」としましたが、これは一般にデータサイズを大きい順に並べると、動画（ビデオ）＞
静止画（画像）＞音（音声）＞テキスト（文字）となることを暗に示しています。
　限られた時間でできる限りのオンライン授業を準備し実施する必要があったため、本
稿で紹介した方法ではもちろん犠牲にせざるをえなかったことも多くあります。２Qには
いってしばらく経ってからだったと思うのですが、オンライン授業に関して他キャンパス
の教員と雑談する機会がありました。そのとき印象に残ったのが「教員が動画で顔出しし
ていると学生から『本当に授業を受けているようです！』と大変好評でした」という感想
です。今回準備した音声付きスライドのビデオでは、履修生は本当に授業を受けているよ
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うな感覚はほとんど得られなかったでしょう。特に、新入生にとっては、教員の顔もよく
わからず、当該科目を一緒に履修している他の学生とも知り合えず、課題に取り組む際に
相談もできなかったことでしょう。ネットワーク環境が貧弱な学生が不利益を被らないよ
うにすることを最優先事項と決めた時点でライブ感は捨てざるを得ませんでしたが、この
点は今でも心残りです。
　今回紹介した私の担当科目は、履修生が授業アンケートで履修生が肯定的な評価をして
くれただけであって、それぞれの教員がそれぞれの授業内容にあわせたオンライン授業の
準備をされたことと思います。実際、学内で開催されたオンライン授業の紹介セミナーに
参加した際には、iPadを利用して物理シミュレーションを見せたり、お手製のスクリーン
で数式を書いて見せながら説明したり、非常に工夫を凝らしたオンライン授業の様子を知
ることができました。また、他教員と共有可能であったオンライン授業の動画資料では、
教員が YouTuber さながらのパフォーマンスで講義をしていたり、仮想空間上のアバタ
として他の学生やTAと一緒に楽しく集って講義に参加できるようにしていたり、私が履
修生であったら非常に楽しめたであろうと感じ入るオンライン授業の様子も知ることがで
きました。
　最後になりますが、オンライン授業の準備と実施は、授業担当教員だけが大変な思いを
したわけではなく、学生のネットワーク環境を調査してくださったり、オンライン授業実
施のためのサービスやサーバの保守をしてくださったり、オンライン授業の準備や実施の
ための参考情報を収集して共有してくださったり、多くの教職員の皆さまの協力があった
からこそ限られた時間で準備と実施が可能になったと思います。この場を借りて、心より
感謝申し上げます。

参考文献
［1］Have your Mac speak text that’s on the screen
　　�https://support.apple.com/guide/mac-help/have-your-mac-speak-text-thats-on-the-
screen-mh27448/mac

［2］Coursera
　　https://www.coursera.org
［3］Welcome to Stanford Engineering Everywhere (SEE)
　　https://see.stanford.edu
［4］Use the Speak text-to-speech feature to read text aloud
　　�https://support.office.com/en-us/article/Use-the-Speak-text-to-speech-feature-to-
read-text-aloud-459e7704-a76d-4fe2-ab48-189d6b83333c
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4　教養教育院におけるオンライン授業の取り組み

教養教育院　人文社会系　准教授　大　田　真　彦
教養教育院　言語系　教授　八　丁　由　比

1．はじめに
　突然に実施が決まったオンライン授業は、本学で働くどの部署の者にとっても初めての
経験で、多くの困難があったと思う。低学年の教養科目を多く受け持つ教養教育院も例外
ではなく、新しい授業スタイルの試みという他に、組織上の特徴ゆえの難しさがあった。
本稿では、教養教育院におけるオンライン授業の準備と取り組みについて述べる。

2．オンライン授業の実施方針とガイドラインの作成
　教養教育院は教養科目全般を担当しているため、全体として様々な講義スタイルを含ん
でいる。座学中心の講義形式もあれば、言語系科目など学生の発話やグループワークも多
い。体育では実技が不可欠であるし、教職科目には対面でしか行えない科目もある。教員
によっては、担当科目の種類が多岐にわたり、４つの異なる授業を毎週実施している場合
もある。そして、これらの授業は戸畑、飯塚、若松の３キャンパスで実施されており、少
しずつ異なるキャンパスごとの方針と矛盾が生じないように留意しなければならない。オ
ンラインという新しい形式の授業を実施するにあたって、何らかの共通ルールが必要で
あったが、これら全ての科目の特色を損なわない形で確固たるルールを作ることは容易で
はなかった。
　そこで教養教育院としてまず行ったのは、そのような多様な状況と条件のもとで維持す
べき最低限の共通認識を作り、共有することであった。４月中旬、全学遠隔授業支援ワー
キングが立ち上げられ、各部局の情報共有体制が構築された。より上位の全体的な方針
は、危機事象対策会議、教育研究評議会、教育企画室などの会議体で決定される形となっ
た。これらの会議体から、大学の方針とともにキャンパスごとの方針や状況を集め、それ
らと矛盾しない独自のガイドラインを教養教育院として作成した。Moodleだけでなくパ
ソコンの扱いそのものに不慣れな新入生の授業を多く受け持つことから、確実な開講と
学生の履修を優先し、オンデマンド、非同期型の授業を基本とした。授業回数はセメス
ターの場合は16回分、クオーターの場合は８回分の学習時間を確保することとした。その
他、オンライン授業で使用するツールについては、教員による指示、教材の提示、学生か
らのリスポンス、教員の指導等、双方向のやり取りが可能で、通信環境が十分に整わない
学生でもそれぞれのタイミングや場所で受講することができるMoodleの使用を推奨した。
Zoomを利用して同期型の授業を行う場合には、学生が十分にオンライン授業に慣れたこ
とを確認した上で実施し、何らかの事情で受講が不可能になった学生のために授業を録画
保存するなどの配慮を行うよう喚起した。このガイドラインは教養教育院院長、教育委員
会委員長、およびオンライン授業支援ワーキング（後述）座長の連名で発表し、非常勤の
教員へも公式な依頼として送付した。
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　また、オンライン授業実施と同様の見地から、６月には、成績評価についても共通認識
としてガイドラインを作成し、評価はレポートや課題提出、小テスト等を用いて非同期型
で実施することを推奨し、具体的な方法や注意点とともに周知を行った。９月には、教養
科目のみの問題ではないが、前期の全面オンライン授業化の中で、授業課題が多すぎると
いう声が学生から上がっていたことから、後期授業における課題量について、今一度、適
切かどうか検討してもらうよう、依頼文書を発出した。

3．オンライン化の支援体制
　４月中旬、学習教育センターより、オンライン授業に関する全学用ポータルサイトが
Moodleに立ち上げられ、また、MoodleやZoomの使用方法や授業設計の工夫などに関し、
オンラインでの講座が複数回提供された。しかし、教養教育院の常勤教員には、これまで
Moodleを使用したことがない教員が多く、また、ICT関連に苦手意識を持つ教員もみら
れた。非常勤講師になると、そのような教員の割合はさらに高いことが予想された。それ
ゆえ、学習教育センターの提供する情報のみでは、教養科目を必ずしも円滑に実施できな
い可能性があった。このような背景から、教養教育院長より、本稿第一著者の大田に依頼
があり、Moodleの個々の操作ごとに、より噛み砕いた形で、実際の作業画面を見せなが
ら解説する動画を作成することになった。また、教養教育院内での、操作の疑問やトラブ
ル対応受け付けの体制を作ることとなった。
　図１のように、Moodleや動画作成の主要操作について、解説動画や資料を作成し、４
月中旬に、教養教育院の常勤・非常勤教員に対して、Proselfを用いて共有した。並行し
て、大田真彦（人文社会系）、福永淳（言語系）、平山仁美（言語系）、山田雅之（人文社
会系・教職）、および田島健太郎（言語系）の５名からなる、教養教育院オンライン授業
支援ワーキングを立ち上げた。これは、教養教育院教育委員会に付属する組織であり、座

図１．主要操作ごとに作成したMoodleの使い方動画
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長が全学遠隔授業支援ワーキングに出席して他部局との調整を図る他、オンライン授業を
実施する中で寄せられる不明点や疑問点への対応など行うこととした。メーリングリスト
で操作上の質問を受けつけて、すぐに回答・対応する体制を構築した。Moodleのシステ
ム上の問題は、学習教育センターに対応を依頼する形とした。
　この他、そもそもMoodleやLive Campusの使用に必要な九工大IDを、全員の非常勤講
師が取得しているわけではなかったため、事務職員経由で九工大IDを発行するなど、制
度上の対応も行った。
　５月７日から前期・Q1の授業が開始したが、基本的には大きな混乱はなかったと思わ
れる。Moodle設定上の不具合など、テクニカルな照会が一定数見られた。また、あまり
に複雑に作成されたMoodleコースに対する学生からの苦情が見られた。これらのトラブ
ル・問題に対しては、オンライン授業支援ワーキングや、各系の関係教員などから、組織
的に対応を行った。
　全学遠隔授業支援ワーキングでの情報は、当日ないし翌日には要点を記載したメモを作
成し、院長、系長、教育委員会委員など、関係者に即時の情報共有を行なっている。工学
部と情報工学部で、オンライン授業に対する方針やキャンパスの構造などの違いから、オ
ンライン授業や試験、および対面授業の再開に関する制度が異なっている場合について
も、詳細に情報共有を行った。
　また、授業改善の観点から、オンライン授業に関連する研修会・説明会を複数回独自に
開講した。４月14日には、作成したMoodleの使い方動画（図１）の説明やZoomの操作に
関するQ&Aを行った。６月３日には、オンライン授業のグッドプラクティスに関する勉
強会を実施した（次節に詳述）。９月18日には、前期授業の振り返り会を実施した。いず
れも、対象は常勤教員のみとした。４月14日のものと６月３日のものは、全学FD促進専
門部会によって、令和２年度の公式のFDとして認定された。
　教養教育院オンライン授業支援ワーキングによる支援は、FDを除いてほぼ全て非常勤
教員も対象としたが、常勤以上に孤立した状況で授業準備を行う非常勤教員のストレスは
大きく、それらに対しては各系の関係教員が個別に電話で対応したり、懇談会を開催して
情報共有を図ったりするなどして、問題の解決に努めた。

4．オンライン授業の実践事例
　以下では、６月３日に実施した、オンライン授業の勉強会の内容をもとに記述する。本
勉強会は、新型コロナウィルスの影響により、全面オンライン授業となり、各教員は、
様々な戸惑いを感じていると予想されるが、ICTのツールを用い、これまで取り組んで
来なかった方法を用いると、むしろ新たな発見がある場合もあることから、教員同士で、
「こんなことがオンラインでできる」、「こんな工夫がありえる」と、知見を広げ合い、楽
しむこと、そして、ピンチ（新型コロナウィルスによる対面授業の停止）を、チャンス
（変化の機会）に変えるきっかけとしてもらうことを意図した。第一部では、教員５名か
ら、オンライン授業の実践について事例やノウハウを共有した。その後、第二部では、
Moodleでの小テスト機能を用いる際の留意事項やZoomでの同期型授業における留意事項
について、補足的に解説・確認した。以下では、第一部の内容について記載する。
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図２．FD（勉強会）の様子

人文社会系 大田真彦
◦　�Moodleを用いた完全非同期型授業（環境学特論）
◦　�昨年度までの対面形式の授業では、グループワークを授業中に挟み込む形式で、考え
のアウトプット、他者の意見からの学びなどのアクティブラーニングの要素を取り入
れていた。今年度は、各授業回に、授業内課題として、自分の考えのアウトプットを
提出してもらう場を設定した。その後、重要な視点・論点を、教員が動画で解説し、
最後に確認課題として、理解した内容を論述形式で提出してもらった。利用制限によ
り、課題を提出してからでないと先に進めない設定とした。

◦　�提出課題の内容を見ると、昨年度と比較して劣っているとは思われない。調査や思考
の時間を十分にとるので、自分の授業科目に関しては、内省の質が上がっていると推
察される。

図３．Moodleコースの画面例
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人文社会系 加藤鈴子
◦　�Moodleを用いた非同期型が中心で、Zoomを併用した授業（異文化間コミュニケー
ション論）

◦　�昨年度までの対面形式の授業では、グループワークを授業中に行なっていた。今年
度、Moodleのワークショップ機能を用い、学生間の非同期での意見交換の実践を行
なっている。ワークショップ機能では、各学生が提出した課題に対し、学生同士でピ
アレビューを行わせることができる。ある日時までに課題を提出させ、ランダムに
（教員が設定も可能）誰が誰の課題を読むか割り振り、コメントと評価を行う。いく
つかの評価軸（アスペクト）を事前に教員が提示しておき、学生は、それに沿ってコ
メントを行う。上記授業では、「身近な多文化共生課題」といった課題についての調
査学習を行わせ、提出物に対し、一対一で学生同士のピアレビューを実施した。

◦　�対面でのグループワークとは本質的に異なる作業なので、一概に比較はできないが、
Moodleワークショップ機能でのピアレビューは、他者のものを読み、コメントをす
るという作業を通して、自分の提出物・書き方の振り返りとなる。また、文章は読み
手があって成り立つものということを意識してもらえるので、コミュニケーション論
の観点からは有効と思われる。

図４．ワークショップ機能による学生同士のピアレビューの例

（ある学生が、別の学生の課題を読んだ後、その内容についてコメントをしている画面）

言語系 福永淳
◦　�非同期型の語学遠隔授業で、ルーブリックを活用したり、評価項目を限定したりし
て、学生の提出課題に効果的にフィードバックするように工夫している。対面授業と
同じ方法では難しいため、less is more―焦点を絞ったフィードバックの方がより効
果的である―と考え、段階的なフィードバックを行っている。

◦　�英語ライティングの授業で、Moodleでルーブリックを作成している（課題機能の「設
定を編集する」→「高度な評定」→「ルーブリック」）。教員が、この点を特に重視し
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て評価するという情報を、学生に共有でき、学生はルーブリックを参照して推敲を行
うことができる。

◦　�ルーブリックは、該当するセルをクリックすると点数がつき、項目別にフィードバッ
クができる。各項目の横の欄にコメントもできる。ルーブリックでのフィードバック
を受けたあと、学生は、２週間などの期間内に、修正することができる（修正版が提
出された場合、そちらで最終評価する）。

◦　�ピアレビュー活動については、Zoomオフィスアワーに５〜６名ずつ招待し、説明を
行った後、そのグループのメンバーで、Zoomのブレイクアウトルームに移動し、ラ
イティングのピアレビューの準備活動を実施してもらった。ピア同士でのフィード
バックは、自分のライティング技術がどの位置にあるかを、他の学生が書いたものを
読んで確かめるために重要であり、その機会を確保した。

図５．Moodle上でのルーブリックの事例

（これは設定の画面だが、実際の評定の際は、各セルを選択して評点ができ、
また、右端にコメント欄がありコメントができる）

言語系 平山仁美
◦　�英語ライティングの授業で、ライティングのピアレビューを、ワークショップ機能で
実施している。昨年度から、Moodleのワークショップ機能で学生同士のピアレビュー
を行なっていた。ワークショップ機能は、ランダムにアサインできるので、仲良し同
士で集まってしまう可能性がある対面でのピア活動よりも、むしろ都合が良い。ワー
クショップ機能では、課題作成者も評価者も匿名の設定にし、ダブルブラインドで行
なっている。

◦　�グループワークの代替として、フォーラム機能を用いている。Q&Aフォーラムとい
う設定にすると、自分が投稿するまで、他の人の投稿が見られない。このQ&Aフォー
ラムで、教員が、英語で、学生の意見を問う質問をポストし、全ての学生がそれに英
語で答えるという形。対面の際よりも、周りを気にせず、率直に意見が書けるよう
で、良い側面があると思える。

◦　�各回の小テストの後に、質問を受け付ける設定にしていて、それに対する回答をブッ
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ク機能で共有している。
◦　�Moodle上の表示について、アクティビティが多いと学生が見づらいので、折りたた
み形式にしている（コースフォーマット→コースレイアウト→「１ページあたり１セ
クションを表示する」）。

◦　�学生に、Moodleの設定に関してアンケートをとり、フィードバックを得ている。そ
れに基づき、次週の宿題リンクを、今週の箇所の最後に貼って、わかりやすいように
するなど、改善を行なっている。

◦　�トラブル報告掲示板をMoodleコース内に作成している。

図６．Q&Aフォーラムによる課題提出の例

（“Immigration”は教員が投稿しているテーマで、“Re”が学生の投稿。
この下方に、全ての参加学生の投稿が連なる。

学生は、自分が投稿するまで、他の学生の投稿を閲覧することができない）

人文社会系・教職 山田雅之
◦　�前任校でも、ZoomとG Suiteを組み合わせてオンライン授業を実施していた。今年度、
大人数の教養科目ではMoodleでの非同期型授業としているが、少人数（10名程度）
の教職科目では、Zoom同期型授業を行っている。

◦　�「教育方法」という科目の、協調学習の有効性について自分で体験し、内省するとい
う回で、Zoomのブレイクアウトルームの機能を用い、グループワークを実施した。
グループを何度か組み変える形の、ジグソー法を用いた（Moodleに３種類の課題を
アップし、３つのグループを作って、各課題の担当を決める。その後、グループを入
れ替えて、自分の前のグループでの課題について共有すると共に、他のメンバーの前
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のグループでの課題の情報を聴く）。
◦　�通信状況の問題でたまに回線が落ちる学生がいたり、家族が映り込む場合などがあっ
たりしたが、大きなトラブルには現在のところなっていない。

図７．Zoomでのブレイクアウトルームによるグループワークの様子

　以上のような実践共有を行ったところ、関心のある教員から、このやり方を試してみ
たいので詳しく教えて欲しい、というやりとりが何件か発生したようである。とりわけ、
Zoomを用いたオフィスアワーについては、複数名の教員が、後期において実施するに
至っている。
　その他、著者たちが把握しているオンライン授業の工夫としては、以下のようなものが
ある。
◦　�「オンライン読書会」を開催し、選択した題材を数人の学生で輪読した。各自の読書
メモを基に章ごとに概要報告、気になる論点について議論を行い、最終的には参加者
全員で本全体を通して見えてきたことについて議論を行った。直接的な交流が難しい
状況の中、オンラインを通して気軽に話が出来る機会を確保した。

◦　�英語の授業において、毎回、自分の行ったことのある国・地域の海外体験談の動画を
アップロードした。学生からすると、「雑談」的にグローバルな情報を得ることがで
きる機会になったようである。

◦　�教職の科目で、昨年度までに行った模擬授業の動画をMoodleにアップロードし、先
輩たちの実践事例として閲覧できるようにした。今年度初めてMoodleを使いはじめ
て、このような工夫ができることに気づいた。

◦　�言語系科目において、作文等をPDFで提出させることがあったが、スタイラスペン
（タッチペン）を使用すると直接提出物に書き込むことができ、通常授業に近い添削
を行うことができた。



37

5．学生の反応
　教養科目のオンライン授業は、学生からは、様々な意見がありつつも、概ね悪くない反
応であったと思われる。工学研究院が、工学部の学生に対して、前期授業期間終了に合わ
せて実施した「遠隔授業・遠隔試験，生活等に関するアンケート」の結果では、以下のよ
うな肯定的なコメントが確認された。

◦　�オンラインの良さを十分にいかして、授業を期末試験までの任意のタイミングで受け
ることが出来るようにしたり、何度も見返して理解を深めることが出来るように動画
を作成されたり、学生に内容を理解させるために動画の公開に条件をつけるなど授業
の仕方でとても工夫されていた。

◦　�課題へのフィードバックや、質問への解答が非常に早く、内容も満足のいくものだっ
たから。

◦　�説明がゆっくりで聞き取りやすく、課題へのコメントもしてくれていたためちゃんと
評価されているのがわかって安心できた。 

◦　�課題について、気になるところがあれば、コメントしてくださり、普段は非同期の授
業ですが、クオーターごとに、不安な点がある人に対して、個別対応でzoomをして
くださったため。

◦　�毎週授業のスライドの内容が濃くて、英語だけでなく社会についても学べることがで
きた。また英作文を提出するときも一言添えてくれたりした。 

　丁寧なフィードバックやコメントなど、学生との関わりの深さを挙げたものが多く、語
学系科目（英語だけでなく、中国語、韓国語、フランス語、およびドイツ語といった初修
外国語も含む）についてのものが大部分を占めていた。昨年度以前も、語学系科目では、
提出課題に対して、文法や表現技法など様々な点に関し、コメントを行い、返却すること
が一般的であった。それを、Moodleなどオンラインツールでも的確に実施した結果と考
えられる。
　一方、学生からは、対面の要素を求める声が一定程度聞かれた。それゆえ、先に述べた
ように、Zoomを利用したオフィスアワーの実施や、非同期授業ながら授業時間帯にZoom
を用意して待機し、求めに応じて対面で質問や相談を受ける対応を開始した教員もいる。
関連して、全面非同期型の授業で、パワーポイントを映した動画のみであった場合、少し
は教員の顔を見たかったという声も聞かれた。教員の実在性を学生が感じられるような、
何かしらの工夫が必要であると示唆される。
　その他、非同期型の授業について、自分の好きな時間に受講できるのでよかったという
声があった。他方、それゆえに、自分で時間のマネジメントをしないといけないので、課
題の提出が遅れがちであったという声も聞かれた。課題について、ある程度の進捗管理を
教員側がするべきかもしれないという示唆が得られた。また、すでに述べたように、授業
課題の分量や学生の健康状態については、注意を払う必要があるところである。
　これ以外にも、本学では、Live Campus上の授業アンケートを通して、受講学生から各
科目に対してフィードバックが行われるため、これを参考にして、各教員は授業改善を
行っていると考えられる。
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6．おわりに
　2020年度に大学教育の現場で起こった様々な変化に対して、思うこと・感じることは人
それぞれであろう。しかしながら、オンラインでの授業は、少なくとも「やってみると
思ったより悪くない」、あるいは「よい点もある」と感じた教員は多いのではないだろう
か。感染リスク上、強制的に開始されたオンライン化の取り組みであるが、Moodleなど
の各種学習支援サービスを使用してみると、非常に便利であることに気づいた教員は多
い。例えば、ある教員は、すべての提出・コメントをMoodleで管理したので、点数等に
ついて、結果的に「見える化」につながり、学生にとっては良かったのではないかと述べ
る。また、開始当初は、対面授業の代替という側面が強かったが、その後、オンラインな
らではの工夫を各教員が生み出している場合も多い。第４章で紹介した、Moodleの各種
機能を駆使したフィードバックなどはその事例である。
　加えて、それまで当たり前と考えられていたこと、つまり、決まった時間に決まった教
室に行って、直接学生と会って授業をするという常識に、必ずしもとらわれる必要がな
いことも見えてきた。例えば出張先からも、非同期の動画をアップロードしておいたり、
Zoomで配信したりといった工夫で、休講にすることなく授業を行うことができる。学生
にとっても、非同期型の授業は、好きな時間に受けられるので良い、という声が多かっ
た。教育セクターに限った話ではないが、空間と時間に関する既存の常識が相対化された
ことの意味は大きいと思われる。
　一方、オンライン化によって失われた、あるいは確保が困難になったと思われるものも
ある。教養科目では、冒頭に述べたように、グループワークを通したピアラーニングの要
素を含むものが少なくなかった。人文社会系では、答えが一つではない問いに対し、様々
な意見を出しあって合意形成をする訓練は重要であるし、語学系でも、スピーキングやラ
イティングの技法などについてのピアラーニングは重要である。しかし、感染症対策とし
て、全面的に非同期型を主としたオンライン授業となると、この要素を確保することが困
難であった。また、対面ならば口頭でその場でニュアンス等含め細かく指示を伝えられ、
しかもそれを受講者全員にすぐに共有できるところ、全てをMoodle上でのフィードバッ
クで行うと、相当な負担増になったという事例も聞かれた。
　更には、教員および学生の健康問題や時間管理のあり方など、新たに発生した課題もあ
る。ある教員は、ずっとフィードバックし続けており、業務の切れ目がないような感覚が
あると述べていたし、学生の側も、ずっと動画を視聴して授業課題を出す作業をしている
ような感覚を持つ場合がある。総じて、個人差はあるものの、教員の負担感は増加した場
合が多いと推察される。また、どうしても、オンラインのやり方に馴染めない、あるいは
上手くできているという実感を持てない教員も存在するかもしれない。
　上記に挙げたネガティブな側面は、COVID-19が収束し、感染症対策の一貫としてオン
ライン授業を行わないといけない状態から脱した暁には、さほど問題ではなくなるかもし
れない。各教員が、自らの設定する授業の学習目標に貢献するようにICTを使用すれば良
いからである。ICTなどのテクノロジーは、それを使うこと自体が目的ではなく、その使
用によって、学習の効果や利便性を高めたり、また、遠隔で世界の各地点をつなぐなど、
対面ではできないような機会を作り出したりすることが目的である。本年度の経験を、ポ
ストCOVID-19に繋げることが重要ではないかと思われる。
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５　オンライン国際共修の取り組み

2020年度国際協働演習実践報告

教養教育院　人文社会系　教授　加　藤　鈴　子
教養教育院　人文社会系　講師　大　山　貴　稔
情報工学部知能情報工学科４年　水　谷　彰　伸
工学部建設社会工学科３年　高　丘　理　子

　2020年度「国際協働演習」は、本学の学生33名、海外の協働実施校（２大学）の学生
23名の計56名を対象に実施した。2019年度まで対面で実施してきた本授業だが、2020年
度は新型コロナウィルス感染症の影響により従来の実施方法からの変更が余儀なくされ、
本学教員３名によるティームティーチングに加え、協働実施に同意してくれた２大学の
所属教員計７名の協力を得て、オンラインでの実施が実現した。本稿では第１節にCOIL
（Collaborative Online International Learning）型の授業設計を担当した加藤が授業設計
から実践までを、第２節に本授業を履修した高丘と水谷が、学生の視点からCOIL型国際
協働演習の学習成果を、そして第３節でCOIL型教育を初めて実践した大山が教師の視点
から今後の課題と展望について報告する。

第１節：COIL型国際協働演習の実践報告

教養教育院　人文社会系　教授　加　藤　鈴　子

実施背景
　グローバル社会の進展とともに、激しく変化し多様化する社会を生きるための力、すな
わちグローバル・コンピテンスの涵養が重要視されている。2018年にはOECDがグローバ
ル・コンピテンスの枠組みを提案し、PISA（生徒の学習到達度調査）でも子どもたちの
グローバル・コンピテンスが測られるようになった。コンピテンスとは知識・技術・態度
を包括する“力”という概念であり、座学に加えて、学生が実際に経験を通して学ぶこと
が有効とされている。グローバル化が進む社会のニーズに応えるため、教育現場では様々
な海外・国際間での学習プログラムが実施されるようになった。国際協働演習は、このよ
うな社会的背景を反映すると同時に、全ての学生が海外での学習プログラム（留学など）
に参加できるわけではない現実、また海外派遣プログラムに参加しない学生もグローバ
ル・コンピテンスを涵養する必要性を重く受け止め、来日する留学生との協働を通して、
在学するキャンパスでの学習機会を提供するために設置された科目である。
　前年度までの国際協働演習は、本学を短期で訪れる協定校からの留学生と、本授業を履
修する本学学生との協働学習を中心に実施してきた。しかし、2020年、新型コロナウィル
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ス感染症パンデミックの影響で、世界的な移動の制限が設けられ、海外派遣プログラムが
見合わされただけではなく、短期受入プログラムも中止された。そのような状況の中で、
学生に引き続き国際共修の機会を提供するために、新たな授業設計が必要になった。

教育目標
　国際協働演習では、めざましく発展しているICT技術を有するグローバル社会を念頭に
置き、多文化環境において自主的・自律的に課題を設定し、あらゆる道具（言語、非言
語、知識、情報、テクノロジーなど）を用いて課題を解決する力、またグローバルな課題
について理解・議論し、さらには自らの専門分野の知識・技術を課題解決のために活かす
態度を涵養することを大きな目標としている。そのため、授業活動の大部分は、学生が主
体的に実施するグループ活動で構成した学習者中心のアクティブラーニング型学習となっ
ている。事前学習・協働学習・事後学習を通して、学生らが以下の４つの力を育むことを
目指している。

１．（日本を含む）世界で起こっている様々な課題を検証する力
２．多様な価値観や見方を理解・尊重する力
３．文化の違いを超えて適切かつ建設的な人間関係を築く力
４．地球社会全体の繁栄と持続可能な開発のために行動する力

2020年度は全課程をオンラインで実施したが、教育目標の変更は行わず、教育目標を達成
できるようなCOIL型国際協働演習を組み立てることに挑戦した。

COIL型教育とは
　2020年４月に緊急事態宣言が発出され、日本の大学教育機関のオンライン化が劇的
に進んだが、ICTを活用した教育はこれまでにも実践されていた。COIL型教育の比
較対象として挙げられるオンライン教育には、代表的なものとしてMOOCs （Massive 
Open Online Courses）や遠隔（通信）教育があるが、それぞれ教育的な特徴が異なる。
MOOCsはオンライン上にある教材に学生がアクセスし、居住する地域にかかわらず、授
業を受けることができるシステムであり、学習教材を中心に授業設計がなされる。遠隔教
育は、教師と生徒・学生が対面で授業を行うのではなく、バーチャルに講義を行う教育で
ある。学生は、海外・遠隔地にいる教師から指導を受けることができ、授業形態は様々あ
るが、「教師が教授する」ことを中心としたコース設計が特徴と言える。COIL型教育は学
習者中心の授業設計が最大の特徴であり、学生同士の協働の学びが重要視される。
　オンライン型国際教育は様々な形で実施されてきているが、Virtual Mobility（バー
チャル留学）とVirtual Exchange（バーチャル交流）の違いは認識しておくべきであろ
う。Virtual Mobilityは学生がICT技術を活用し、遠く離れた場所（海外）に存在する
大学の教育を受けることであり、前述のMOOCsと遠隔教育が該当する。他方、Virtual 
Exchangeとは、ICT技術を活用した異文化間交流学習であり、前述のCOIL型教育がこれ
に該当する。対面で実施するかオンラインで実施するかの違いはあるものの、学習者中心
の授業設計が鍵であることが共通点であり、親和性が高かったため、COIL型で国際協働
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演習を実施することにした。

協働実施校
　パンデミックの収束および受入プログラム再開の見込みが立たない中、学生らに国際共
修の機会を提供するために、５月から準備を始めた。まず、海外の協働実施大学との交渉
である。今回、国際共修を実施した海外の大学はマレーシアプトラ大学（UPM）と米国
のベイツ大学である。マレーシアプトラ大学は本学の国際協定校であり、前年度までは
UPMからの短期受入プログラムと連携し、対面での国際協働演習を実施してきた。今年
度、オンラインで実施するにあたり、UPMの環境・森林学部のSabrina Ho Abdullah先生
の協力を得て、UPMからは６名の教師がコーディネーターとして参加した。それに加え
て、９月からの日本への留学プログラムが中止となった米国のBates大学アジア研究プロ
グラム（日本語）の此枝恵子先生にも、日本の学生と協働するプロジェクト実施の同意を
得ることができ、九工大＋２大学での協働学習が実現した。

授業設計
　実施の見込みがついたところで、学生がバーチャルに繋がり、協働学習に取り組む課題
の計画を行った。コロナ禍の国際的移動の制限などの状況によりCOIL型にて実施するこ
とになった授業だが、授業を設計する際には、ウィズコロナ・ポストコロナ社会でのICT
活用の革新、変化するグローバル社会に対応しうる能力育成、という教育目標を念頭にお
き、ただ単に対面授業の「代替」ではなく、「新しい生活様式」を新しい学びの機会とし
て積極的に捉えるように心がけた。以下、COIL型プログラムを設計するにあたり、特に
留意した点である。

▪　自主的な取り組みときめ細やかなフォロー
　直接（対面で）面識のある相手ではなく、初めて出会う人とも、オンライン上で課題を
遂行できる人間関係を築くことは、今後の社会でも必要とされていくだろう。この第一歩
として、教師の介入を最低限に抑える授業開発を行った。つまり、教師が中心となってオ
ンライン授業を開催し、学生がそれに参加するのではなく、学生らが自主的にオンライン
会議を主催する、という形式である。56名が一堂に会して授業を行うのではなく、グルー
プ毎に独自に日程調整を行い、課題に計画的に取り組むというのは、コロナ禍で学生らの
置かれた状況もそれぞれ異なる中、多様なニーズに応えるためでもあった。
　一方で教師の役割として、学生の活動を「学生の自主性」と丸投げするのではなく、き
め細かくフォローすることも必要である。まず、課題の説明を丁寧にわかりやすく行うこ
とを心がけた。対面授業では、教師も空間を共有しており、質問対応や指導がしやすい
が、それぞれのグループが個別に協働作業を行うオンライン型協働学習では、これまで
通りに学生の動向をフォローするのは難しい。協働学習を実施する空間に教師が介在せ
ず、質問や相談がしづらくなることが予想されたため、事前学習で課題について説明・理
解する場面を設けた。全ての課題は、英語・日本語1の２言語で提示し、学生の課題理解
1　日本語の説明文については協働実施校であるベイツ大学の此枝恵子先生に「第２言語としての日本語」とい
う観点からご作成いただいた。
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を促した。またオンラインで協働
学習を実施するためにはMoodle
のようなLMS（学習管理システ
ム）が果たす役割が大きいが、今
回の国際協働演習では海外の大学
の学生との共修であるため、本学
のLMSが使用できないという問
題があった。そこで参加者全員に
Googleアカウントを取得してもら
い、Blogger/Googleサイトを活用
して、課題提示を行った（図１）。
さらに、Googleドキュメントを活
用したグループ活動のフォローを
試みた。Googleドキュメントの共
有機能により、学生らと教師が同じドキュメントを閲覧することができる。全ての話し合
いのメモをGoogleドキュメントに記録してもらい、教師は適宜進捗状況を確認することと
した。

▪　「対等」な立場を意識したテーマ設定
　国際共修では、グループ・メンバーが対等な立場で課題に取り組むことが望ましい。言
語能力やコミュニケーションに関する姿勢が異なる多文化グループでは、「対等」を定義
することも難しいが、「対等」を意識したテーマ設定を心がけた。国際交流では、それぞ
れの国の文化紹介などが行われることが多いが、この場合、それぞれの文化についての
「所有権」（日本人は日本文化を外国人よりもよく知っているや、海外の学生に日本文化を
教えてあげる
4 4 4 4 4 4

などの意識）が発生し、教えるもの、教わるものという力関係が発生するこ
とは、これまでの異文化間教育の問題点として指摘されている。そのような力関係をで
きるだけ避けるために、「自分自身の経験を共有する」という視点で、「COVID-19の自分
自身への影響」および「持続可能な開発目標（SDGs）」に関する課題に取り組むこととし
た。
　SDGsについてより深い知識を得るためには、専門的知識を持つ教師からの講義も必要
ではあるが、本授業では知識と実践を結びつけるということにも重きを置いているため、
講義は最小限に留め、また、学生があらかじめ「SDGsについて話す」ということに慣れ
るため、事前学習でグループ毎の調査学習と発表を実施した。グループ学習は対面授業の
時から実施しているが、今回はオンライン会議に慣れる、という位置付けもあった。ま
た、学生の発表を記録し、ベイツ大学と情報共有する事で、ベイツ大学の学生の協働学習
準備にも活用した。

図１：UPMとの協働学習の課題提示用ブログ
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▪　協働作業
　国際共修においては何らかの成果物を作成することが、一つの大切な要素である。作
成の過程で協働作業が発生するからだ。対面授業ではフィールドワークを実施していた
が、コロナ禍という状況でフィールドワークを行うことは難しいと判断し、今回はブロ
グ（ウェブサイト）作成を協働作業とした。ブログ・ウェブサイトを作成すること自体
が主の目的ではなく、課題について話し合うことが主目的であるため、Googleサイトや
Bloggerという、特別な知識や技術を必要としないユーザーフレンドリーなツールを活用
した。
　オンラインやPCを用いた作業では、話し合いによってより戦略的・効率的な活動を行
う「協働」ではなく、課題を個別に分担する「協同」になる可能性は大いにある。対面授
業においては、教師が進行状況をチェックし、適宜指導が行えるが、教師不在のオンライ
ン活動では、そのような指導は難しい。その対応策として、事前学習において「協働」と
「協同」の違いを説明し、学生には「必ず話し合うこと」、「結果よりも過程が大切である
こと」、また「困難が生じた場合は、教師の仲介を待つだけではなく、自分から教師に相
談する姿勢を身につけること」という受講態度について確認を行った。

協働学習の内容と成果物
　９月24日〜 10月９日の３週間、学生は国際チームで２つのテーマ（１．お互いを知る、
２．SDGsについて話し合う）で、５つのタスクに取り組んだ。ここでは、それぞれの課
題の簡単な紹介と学生の成果物を提示する。

テーマ１：お互いを知る
　対面で出会う相手とは、相手との距離感、相手の立ち居振る舞い、相手の表情、など五
感を通してコミュニケーションが起こる。オンラインでは、そのような非言語情報が限ら
れるため、今回の協働演習では、「お互いを知る」ということに時間をかけ、Task1から
Task3（前半部分）までを費やした。

Task1：�自分を最もよく表す写真（本人の写真以外）を各自で用意し、その写真を説明
しながら自己紹介をする。

Task2：�自分や家族の新型コロナウィルス感染症の影響を共有する。
Task3（前半）：�Googleマップのストリートビューを用いてキャンパスツアーを行う。

以下が、話し合い後に学生が作成したブログサイトの例である。
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これらの成果物を見ると、個人の経験に加えて、国の政策による相違点なども比較してい
ることや、自分のキャンパスの写真を用いて経験の共有をしている様子がわかる。

テーマ２：SDGsについて話し合う
　対面の国際共修では、空間を共有している。前年度までは、留学生は短期間とは言え、
日本に滞在しており、日本と自分の出身国について違いがあることを認識していた。しか
し、オンライン共修では、対話する相手がそれぞれの文化を知っているとは限らない。日
本に来たことがない海外の学生、マレーシア・アメリカに行ったことがない本学の学生
が、SDGsについて話し合い、どれだけお互いを理解できるのか、というところが、今回
最大の懸案事項でもあった。そこで、身近な生活という切り口で、世界共通テーマである
SDGsについて話し合うこととした。

Task3（後半）：�すでに実施されているSDGsに関する取り組みを、自分たちのキャンパ
スから始め、自分の家や街に場面を広げて見つけ出す。

Task4：�自分たちで実施できるSDGsに貢献するライフスタイルをデザインする。
Task5：�協働学習について振り返り、うまく行ったこと、難しかったことなどを話し合

い、グループでの経験や作成したブログ・ページ紹介するビデオを作る。

図２：学生が作成したブログサイト（例１）→

新型コロナウィルス感染症の影響について
マレーシアと日本の相違点を比較した表を
提示し、次にグループメンバー個人の経験
を紹介している。

←図３：学生が作成したブログサイト（例２）

大学紹介を行いつつ、新型コロナウィルス感染
症が自分自身に与えた影響を紹介している。
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協働学習で使用したICTツール
　最後に、協働学習で使用したICTツールを紹介したい。オンラインで協働学習を行う
にあたり、授業設計としては主に、ディスカッション用にZoom、成果表示用にBlogger/
Googleサイト、進捗状況確認用としてGoogleドキュメント/スプレッドシートの使用を想
定した。課題をわかりやすくシンプルにするため、最低限のICTツールの使用を教師から
提示した。しかし、学生らは、課題遂行のために、教師が示した以外のICTツールを活用
していた。学生らが独自で使用したICTツールを全て把握しているわけではないが、表１
の下線のツールは事後学習などで学生が活用したと報告したツールである。

グループ

ディスカッション

• Zoom

• Skype

•LINE

成果物作成

•Blogger

•Googleサイト

進捗状況確認

•Googleドキュメント

•Googleスプレッドシ
ート

•MindMup

グループ内の

連絡・調整

•WhatsApp

•LINE

•When2meet

表１：協働学習で使用した ICT ツール 表１：協働学習で使用したICTツール

←図４：学生が作成したブログサイト（例３）

自分が服を買っているユニクロのリサイクルの
取り組みや、大学生協のお弁当箱回収の取り組
みなど、それぞれの普段の生活の中で行ってい
る習慣を、SDGsの観点から紹介している。

図５：学生が作成したブログサイト（例４）→

それぞれのキャンパスですでに実施されている
多様な文化理解の取り組みを紹介し、自分たち
の新しい生活スタイルの提案を行っている。
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多様なツールが急速に開発されている現在、全てのツールを教師が把握することは難しい
し、またその必要もないと考える。ここで重要なのは、課題遂行のために、学生が自主的
にツールを提案し、あるいはツールを探し、協働作業に用いている、ということである。
国際協働演習の教育目標の「あらゆる道具（言語、非言語、知識、情報、テクノロジーな
ど）を用いて課題を解決する力」を学生らが獲得している姿が見て取れる。

おわりに
　今回のような形態で実施する国際共修は、参加した学生はもちろんのこと、授業を計画
した筆者自身にとっても初めての経験だった。改善が必要なことも多々あるが、なんとか
無事に2020年度国際協働演習を終えることができ、COIL型国際協働演習に手応えも感じ
ることができた。しかし、それは学生の協力なしにはなし得なかったことであり、学生の
想像力・創造力には嬉しい驚きと活力をもらったと思う。コロナ禍において対面授業の
「代替」として始まったCOIL型国際協働演習だが、学生の学習成果物を見ると、COIL型
教育は決して留学などの移動を伴う教育の代替ではないと実感する。対面だからこそでき
ること、オンラインだからこそできること、オンラインでも対面でもできること、様々な
教育効果を検証し、今後のグローバル・コンピシー教育を発展・充実させるものとして捉
えていきたい。
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第２節：学習成果報告

異なる文化・環境から学び、身につけたこと

工学部建設社会工学科３年　高　丘　理　子

　振り返りをするにあたって、まずは今回私がこの国際協働実習を受講しようと思った理
由を述べようと思います。一つは、外国の方とコミュニケーションをとって意思疎通が
できることの楽しさ・嬉しさを経験したいと思ったからです。もう一つの理由としては、
様々な視点から物事を見ることが出来るようになるためには、生活環境や文化の異なる外
国の方と話すことが重要だと思ったからです。また、自分の進路にも関わる講義の一つ
だったので、今回受講しようと考えました。
　実際に、多文化チームで協働して一つの課題をこなしていく中で、コミュニケーション
をとる方法は言葉以外にもたくさんあることを認識できたり、日本に住んでいる私たちと
の文化や生活様式などの違いを体感したりと、課題に関する理解だけではないことも学ぶ
ことが出来たと感じています。はじめに、このコミュニケーション方法についてと、私が
感じた文化や生活様式の違いの二つについて詳しく述べていこうと思います。
　まずは、コミュニケーションのことについてです。協働学習として初めてチームの方と
話した時、自分の中では「積極的にコミュニケーションをとっていこう」と思っていて
も、根本的な英語の能力の差で、理解ができなかったり言いたいことを伝える語彙力がな
かったりと、かなりコミュニケーションがとれていない状況に自分でも驚きと悔しさがあ
りました。少しでもその状況を変えられたらいいなと思い、その日から日常の中で何気な
いことを英語で言い換えてみたり、毎日一本の外国人が英語で話している動画（長くて20
分程度）を聞いたりシャドウイングをしたりして耳を英語に慣らすことを始めました。そ
の効果もあってか、２回目以降からは少しずつ言いたいことを伝えたり質問をしたりする
ことができるようになっていくのを実感して、コミュニケーションをとることの大変さと
面白さを感じることが出来ました。また、ジェスチャーを使う事でその人が理解してい
るのか、何を伝えたいのかがより分かりやすくなり、他にも、今回の協働学習の中では
Google Docsを一番有効活用していたと思います。具体的には、前もって自分の伝えたい
意見をGoogle Docsに書いて共有しておくことで、実際の会議を行うときに相手の話がよ
り理解できる、といったような使い方をしていました。このリモートでの交流だったから
こそ、よりその有効性が見いだされ、これらのツールによってコミュニケーションもうま
くスムーズにこなせるようになったと感じています。
　次に協働学習を進めていく中で、zoomでお互いの顔や背景が見えるという状況から感
じることが出来た違いについて述べようと思います。私が気付いたこととしては、マレー
シアは、日本と比べると、緩く自由な雰囲気があるのかなと感じました。その理由として
は、マレーシアに住んでいる方が、zoomでの集まりに遅れて来たり忘れていたりするこ
とが何度かあったり、集まりの途中で何も言わずにどこかに行ってしまったり、時には外
を歩きながら話していることもあったりしたためです。もちろん個人差があることも理解
していますが、その自由な空間や状態で話し合いに参加するという状況が私にとっては珍
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しく感じられたので日本と異なることとして例に挙げました。会議であっても今回のよう
にコミュニケーションをとることも一つの課題になっていた協働学習では、このようなフ
リーな姿を見せてもらえるだけでも、他の国の暮らし方の一部を感じられたので、とても
良かったと思っています。
　今回の協働学習の最終的な課題としてはSDGsの17の目標から１つの目標を選択して、
持続可能なライフスタイルを提案するというものでした。普段の自分たちの生活や身の回
り、学校などで行われているSDGsに関する取り組みをお互いに紹介し合う中で、考え方
や考える規模の違いを感じたような気がしました。そして、SDGsの目標を掲げたライフ
サイクルを考えだすという課題によって、より深くより身近にSDGsを捉えて自分なりに
理解が深まったと感じています。
　私は、SDGsについて考えるとき、地球規模の大きなことから考えてしまう傾向にある
と感じています。戦争のことや貧困層への支援のこと、これらの次に、地球温暖化や環境
への悪影響を改善する取り組みのこと、といった順番に考えていて、環境について考え始
めてようやく身の回りで簡単に始められる活動が見えてきます。このような順番で考えて
しまう理由としては、戦争を無くすこと（Goal 16 平和と公正をすべての人に）がこれま
でにとっても今からにとっても、一番大きな課題だと私は思っていて、もしもこの目標が
達成されるときが来たら、これ以外の目標も達成された時なのではないかと考えているの
で、SDGsという世界中で取り組まれている活動について考えるときには、大きな規模の
ことにフォーカスを当ててしまいがちになっているのだと思います。それをふまえた上
で、今回この協働学習で外国に住んでいる方の話を聞いていると、SDGsに対する考え方
やアプローチの仕方が自分とは真逆で、身近な問題、例えば食べ残しやごみの分別といっ
た事から考え始めていると感じられました。大きなことに目を向けることも重要だと思っ
ていますが、それ以上にライフスタイル・自分の生活を見直していくと、当たり前にして
いるようなことや見逃してしまいがちなこともSDGsの目標達成の一つになっているとい
う事に改めて気づかされ、またSDGsをもっと身近に考えることによって難しく見えるこ
の仕組みを分かりやすくとらえる事ができるようになったと感じています。
　以上のように、この多文化チームで協働し課題を解決していく中で、SDGsをより身近
なところからアプローチして考えていくことで、自分がこれまでやって来たことやこれか
ら積極的にやっていくべきことなどが見つけやすくなるという事、コミュニケーションを
とりお互いのことを理解するには言葉だけでなく使えるツールや自分で簡単にできること
はもっと自ら進んでやっていくとそれだけ能力は伸びるという事、住む環境や文化が違う
と新しい発見があり、自分の生活にも取り入れてみたいことや様々な考え方・過ごし方を
学べるという事、本当に多くのことを学び、身につけることができたと実感しています。
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オンライン交流を円滑に行うために必要な工夫とSGDs達成のために今できること

情報工学部知能情報工学科４年　水　谷　彰　伸

　Universiti Putra Malaysia （UPM）の学生との交流を通して学んだことを、1）多文化
チームで協働すること、2）SDGsについて理解を深めたこと、3）SDGs達成に向けて自分
自身が貢献できること、という３つの観点から振り返りまとめる。

1．多文化チームで協働すること 
　メンバー全員が話し合いに参加して共通の結論を導きだせるよう、自分が積極的に話し
合いに参加するだけでなく、話し合いの進行に関する工夫も行った。多様な意見を引き出
し、それらの類似点・相違点を明確にするため、ただ漠然と「どう思いますか？」と聞く
のではなく、指名して意見を聞き出す、具体的な質問を投げかけるといった工夫を行っ
た。以前ビデオ通話で話し合いを行った際、「ほかに意見はないですか？」と聞いただけ
では、だれが回答すべきかわからず沈黙してしまう、同時に話し始めて収集がつかなく
なってしまうといったような状況に陥ってしまったことがある。ビデオ通話の場合、対面
での話し合いと比較して、発言のタイミングをつかむのが難しい。今回はさらに、英語で
の話し合いに不慣れである、音声が途中途切れてしまう、雑音が混じって聞き取りづらい
など理由から、途中の会話を理解できない・聞き逃してしまうといった事態が発生した。
そこで、「だれが話すべきか」、「何を答えるべきか」を明確にするために、指名して具体
的な質問を投げかけるようにした。こうすることで、メンバー全員が積極的に話し合いに
加わることができた。また、具体的な質問をすることが、話の流れを整理することにもつ
ながり、自分を含め、参加者全員の理解度を向上させることに貢献できたと感じている。
今回の話し合いでは、多数決で決定せずに、全員の意見を取り入れながら妥協点を探し、
共通の結論を導き出すことができた。
　限られた話し合いの時間を有効に使うため、全員がビデオ通話を行っている時間は話し
合いに集中し、ブログの作成はビデオ通話終了後に行った。話し合いを行っているときに
は要旨をGoogleドキュメントに書き込み、詳細な内容は話し合いの後に書き込むことにし
た。これにより、Googleドキュメントが話し合い中はブレインストーミングのツールとし
て、話し合い終了後は振り返りのためのツールとして機能し、効率よくブログを作成する
ことができた。ブログ作成中にさらなる議論が必要な場合は、Googleドキュメントのコメ
ント機能やLINEグループを用いて話し合いを行った。このように全員が参加できる形で
ブログの下書きを作成することができたので、ブログの編集に全員がかかわることができ
た。また、ブログの投稿を毎回異なる人に依頼し、全員が成果物の作成に参加できるよう
に工夫した。このような形で話し合いを主導し、簡単なルールを作ることで多文化チーム
が一丸となってグループワークに取り組むことができた。

2．SDGsについて理解を深めたこと
　SDGs達成のために、時々刻々と変化する状況を追い続け、それぞれの地域に合ったや
り方で課題を解決してく必要があるということを学んだ。
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　今回の活動を通じて、SDGsを一度達成したら終わりではない、一つの目標を達成した
後も状況は常に変化しているということに気づいた。例えば、事前学習で調査を行った
ゴール８「働きがいも、経済成長も」の達成度合いを測るための指標の一つである経済成
長率について、これまでプラスだった伸び率が、新型コロナの影響でマイナスになってし
まうのではないかと予測されている2。一つの問題を解決してもその後新たな問題が生じ、
状況が一変してしまうことがある。一度達成した目標がその後も達成され続けているのか
どうかを監視し、取り組み続けることが大切であるということに気づいた。
　私たちが達成すべき目標は世界で共通であるが、目標達成のために取り組むべき課題
や、その解決策は共通なこともあれば、地域によって大きく異なり、地域に合った方法で
取り組まなければならない場合もあるということに気づいた。例えば、目標14「海の豊か
さを守ろう」を達成させるため、プラスチックごみを削減させるという課題は日本でもマ
レーシアでも共通だった。また、どちらの国もプラスチック製品の廃止や有料化などの取
り組みを行っていた。しかし、目標15「陸の豊かさも守ろう」を達成するための取り組み
として、UPMでは植林が行われていた一方、九工大ではリサイクルが行われていた。こ
れは、この取り組みを行っているUPMのcollege13に森林学を専門としている学生が多い
こと、日本ではリサイクルが盛んに行われていて、九工大が位置している北九州市にはエ
コタウンがあり、リサイクルへの意識が高いことが影響しているのではないかと考える。
このように、目標達成のための解決策は一つだけではないこと、地域の特性に応じた取り
組みが必要であるということに気づいた。
　SDGs 達成のためには、地域の課題や特性を十分に理解し、継続的に活動を行うことが
大切である。

3．SDGs達成に向けて自分自身が貢献できること
　今回、私たちの班では目標４「質の高い教育をみんなに」を取り上げた。話し会いを始
めた当初、普段教育を受ける側の私たちが教育を広めるためにできることとして、「募金
すること」しか思い浮かばなかった。しかし、戸畑キャンパスの仮想ツアーで登場した
Language Lounge（この施設では外国語講座が留学生講師によって実施されている）を
ヒントに、大学生だからこそできる取り組みについて考えることができた。今回は、大学
生が勉強を教えるということをベースとして、その活動を、SNSなどを通じて広め、活動
を継続するための支援を受け、コミュニティを広めていくという取り組みを提案した。
　SDGs達成のための第一歩として、まずは既存の取り組みに参加し、その取り組みを広
げていきたいと考えている。大学生が教えあっている身近な取り組みの例として、飯塚
キャンパスで行われているGlobal Communication Lounge （GCL）の活動がある。GCLで
は学生が授業外の時間に集まって英会話を楽しみながら異文化交流を行っている。この活
動は、より多くの人に専門的な教育を受ける機会を与えるための活動であり、この活動に
参加することで、SDGsの達成に貢献できるのではないかと考える。また、ただ活動に参
加するだけでなく、周りの人を巻き込んでいくことによって、今回私たちが提案した活動
につなげていけるのではないだろうかと考えている。

2　United Nations, Goal8 Overview [https://sdgs.un.org/goals/goal8]（2020年11月４日閲覧）
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第３節：COIL型国際協働演習の今後の課題と展望

教養教育院　人文社会系　講師　大　山　貴　稔

　第１節で描いた見取り図のもとで行われた協働演習は、コロナ禍であっても異国で暮ら
す他者との交流を通して学生たちの社会認識を深めうる可能性を示していた（第２節）。
しかしながら、同時にいくつかの課題が浮かび上がってきたのもまた事実である。教員側
の想像を上回る学びの機会を見出した学生たちもいた一方で、演習を終えて改めて意識し
た制約もなかったわけではない。そこで本節では、①コミュニケーションツール、②英語
でのディスカッション、③異文化間コミュニケーション、という３つの観点から残された
課題を整理しつつ、採りうる対策とともにCOIL型国際協働演習の地平を展望してみよう。
　まずは対策を講じやすいものとして、①コミュニケーションツールに起因する問題があ
げられる。そのうちの１つは、Zoomの無料ライセンスでグループディスカッションを促
したために生じた限界であった。無料ライセンスでは40分までしかグループミーティング
を行えず、話が弾み始めたところでミーティングが切断されることも少なくなかったよう
である。また、もう１つ見受けられた難点として、ブログ作成時に複数のアカウントで同
時編集を行えないというものもあった。グループで議論を重ねながら共同で作業すること
ができず、最終的には代表者１名にブログを整える作業を任せるグループが散見された。
これらは演習を行うオンライン空間をどのように仮構するかという問題であり、コミュニ
ケーションツールのアップグレードや使い分けなどによって対処できる部分が多い3。
　これに対して、演習に参加する学生が持ち合わせた技量に左右された問題も見受けられ
た。その典型的な例として、②英語でのディスカッションに困難を感じた学生が多かった
ことがあげられる。外国語での不慣れなコミュニケーションということもあって、対面で
のやり取り以上にビデオ会議には難しさ──音声の聞き取りづらさや相手の反応が見えに
くいことの心的負担など──が伴っていた。今回の演習ではグループごとに日程調整をし
て各自で議論を進めてもらったため、グループ内でのやり取りの内実を教員側で把握しづ
らい状況にあり、意思疎通に難が生じていても教育的な介入を施せないままであった。そ
のためもあってか、英語でリーダーシップを執る日本人学生がいたグループとそうでない
グループとのあいだには、コミュニケーションの密度にへだたりがあったように感じられ
た。
　このへだたりを埋めるために、教員側ではいかなる関わり方ができただろうか。まず、
英語の運用能力を短期間で向上させることは難しい以上、瞬発力が求められるビデオ会議
に先立って準備をしやすくする仕かけが肝であったと思われる。たとえば、会議のなかで
担う役割を事前に割り振らせたり、次の会議で伝えたいことの概要を事前に共有させたり
できていれば、学生側でも使いやすい表現や話運びを事前に考えやすかったかもしれな
い。また、グループ内で行う非同期型コミュニケーションをSlackやFlipgridなどのツール
を用いて教員からも見られるように設定し、必要に応じて早い段階から教育的介入を施す

3　情報工学部知能情報工学科の水谷彰伸さんの協力を得てオンライン会議ツールを手広く調査したところ、現
時点ではRemoやSlackの有料プランであれば円滑に運用できるのではないかという見通しを立てている。
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ことも一案としてありえよう4。COILというとビデオ会議に光が当たりやすいものの、学
生の技量に応じて非同期型コミュニケーションを積極的に取り入れることが糸口となりそ
うである。
　英語でのディスカッションに加えて、③異文化間コミュニケーションの場づくりとして
の課題と可能性も見えてきた。昨年度までの国際協働演習では来日したUPMの学生にム
スリムが多かったため、本学の学生にとっては礼拝やヒジャブ、ハラールといった目に見
える風習の違いを身近に体感する機会となっていた。COIL型の演習ではこのような体験
的要素こそ薄れてはいたものの、ビデオ会議を用いたからこそ日常的な生活空間を窺い知
れたという面もあり、COVID-19をめぐる対策の違いなどから政治社会構造の差異を意識
するきっかけをつかんだ学生もいた。演習の形態に応じて感じ取りやすい文化的差異が異
なることを勘案しつつ、異文化適応セルフチェック講座などの事前学習をCOIL型に特化
した内容に練り上げられたら、学習効果をさらに高めることができるだろう。
　国境を越えた人の往来が著しく制限された状況下で、代替的な措置として実施したのが
COIL型の国際協働演習であった。それは決して対面での演習に取って代わるものではな
く、オンライン空間ならではの異文化間コミュニケーションを創出していた。今回の実践
から見えてきた課題の解消に努めることで、次回以降は教育効果のさらなる高まりを期待
できる。オンラインのコミュニケーションが急速に増えている時勢にあって、異なる言語
圏の人々とオンラインで意思疎通を図るための技能を身に着ける意義は決して小さなもの
ではない。国際的な往来を軸とした異文化交流の激減が、学生たちの学習機会に大きな損
失をもたらしていることはたしかである。しかしながら、コロナ禍を経た社会でもオンラ
イン・コミュニケーションが引き続き活用されると見通すならば、COIL型の国際共修が
持つ意味合いもまた大きくなっていると言えるだろう。コロナ禍を経た世界で活躍するグ
ローバル・エンジニアを育むうえで、COIL型の国際共修が担いうる教育的意味合いの検
討は避けて通れない課題である。

謝辞
　2020年度国際協働演習の実施にあたり、協働実施にご尽力いただいたマレーシアプト
ラ大学のSabrina Ho Abdullah氏、Nor Akmar Abdul Aziz氏、Ummi Hani Abdullah氏、
Noorain Mohd Isa氏、Zulfa Hanan Ashaari氏、Latifah Abd. Manaf氏、並びに米国ベイ
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